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２５

２６

２７

２８

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

仕上表

１階平面図

２階平面図

３階平面図

Ｒ階平面図

平面詳細図

敷地求積図

１階求積図

３・Ｒ階求積図

２階求積図

既存建具表－１

既存建具表－２

既存建具表－３

既存建具表－４

既存建具表－５

既存建具表－６

Ａ－

Ａ－

２９

３０

令和　７年１０月　　日

展開図・天井伏図

シャワー室改造詳細図－１

シャワー室改造詳細図－２

既存建具キープラン－１

既存建具キープラン－２

既存建具キープラン－３

既存建具キープラン－４

雑詳細図

改修建具表

配置図・案内図

立面図・Ｙ－Ｙ'断面図

矩計図（Ｘ－Ｘ'断面）

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準(参考図)
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Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

構造設計標準仕様

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

Ｓ－

０９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

Ｓ－

鉄骨構造標準図（１）

鉄骨構造標準図（２）

伏　図

アイ.テックＳデッキ合成スラブ設計・施工標準(参考図)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

ベースパック柱脚工法設計・施工標準図０７

08-1

08-2

08-3

軸組図

ＲＣ部材リスト

鉄骨部材リスト

雑詳細図

架構詳細図

地盤断面図

スクリューパイルEAZET設計施工標準(参考図)

アルファフォースパイルⅡ工法設計施工標準１(参考図)

アルファフォースパイルⅡ工法設計施工標準２(参考図)

e-pile next工法設計施工標準(参考図)

16-1

16-2

16-3

16-4

スーパーＥデッキ合成スラブ設計・施工標準(参考図)

Ａ－３１

小荷物専用昇降機扉改造図

仮設計画図－１（参考図）

仮設計画図－２（参考図）
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０７
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系統図

動力設備 弱電設備 自動火災報知設備　１階平面図

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

Ｅ－

０９ シャワー室・湯沸室　平面図

１０ 給水ポンプ室詳細図（更新）

１１ 給水ポンプ室詳細図（撤去）

１２ 給水ポンプ室詳細図（仮設）

０１

０２

０３

０４

０５

０６

EV－

EV－

EV－

EV－

EV－

EV－

EV－０７

昇降機設備図（２）参考図

昇降機設備図（３）参考図

昇降機設備図（４）参考図

昇降機設備図（５）参考図

昇降機設備図（６）参考図

昇降機設備図（７）参考図

昇降機設備図（１）

Ｅ－００ 図面リスト

案内図・配置図　構内配電線路図

電気室内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ結線図　電灯分電盤結線図

動力設備　弱電設備　２、３階平面図

自動火災報知設備　２、３階平面図

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２、３階平面図
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Ａ１ 1:300

Ａ３ 1:600
千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事
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■敷地概要

敷地の場所

用途地域及び

千葉市稲毛区小中台町８３０－９

市街化区域

第一種高度地区(20ｍ)

第一種中高層住居専用地域　容積率200％／建蔽率60％

第一種住居地域　容積率200％／建蔽率60％

敷地面積

区域の指定

防火指定なし、法22条区域、地区計画なし

全体：15901.58㎡

用途別敷地面積 第一種中高層住居専用地域：12648.49㎡

第一種住居地域：3253.09㎡

■計画建物概要

建物用途

建築面積

延べ面積

建蔽率

容積率

容積対象
延べ面積

小学校（今回申請：エレベータ棟）

7226.92㎡（申請部分：49.95㎡）

7187.64㎡

45.3％＜200％

合　計

16.6549.95増築　計 Ｓ造 ３階 11.49

既存　計

7226.92

平屋Ｓ造⑳ 渡り廊下 －4.55 26.70

3546.47

3563.12

3563.12㎡（申請部分：16.65㎡）

22.5％＜60％

7176.97

Ａ－０１

最高高さ

構造

11.49ｍ

鉄筋コンクリート造　一部　鉄骨造
（申請部分：鉄骨造）

2-1、2-2棟

1-2棟 1-3棟 1-4棟

13棟

20棟

※GL±0は既存校舎1FL-500
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14.6

17.5 稲毛病院
12.2
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18.7

ＪＲ稲毛駅

所在地：千葉市稲毛区小中台町８３０－９
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■工事概要

・エレベータ棟増築工事

・法適合工事

・昇降機設備工事

・その他工事
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123.257

23.358

115.359

111.588
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0.312
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38.582232
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既存１階床面積 既存建築面積追加部分 増築１階床面積・建築面積

面積表（㎡）

増　築既　存 合　計

合計床面積

建築面積
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名

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

Ａ１ 1:200

Ａ３ 1:400
１階求積図 Ａ－０３千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課
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既存２階床面積 増築２階床面積
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千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

Ａ１ 1:200

Ａ３ 1:400
２階求積図 Ａ－０４千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課
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既存３階床面積 既存Ｒ階床面積 増築３階床面積

Ｒ階求積図
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千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

Ａ１ 1:200

Ａ３ 1:400
３・Ｒ階求積図 Ａ－０５千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課



面台ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ、洗濯機ﾊﾟﾝ、洗面化粧台、ｼｬﾜｰﾕﾆｯﾄ0812

2,700

Ｕ字溝240

工事名称

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

変更年月日 変更年月日
縮
 
 
 
 
尺

図
面
番
号

図
 
面
 
名

千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 仕上表
Ａ１ ｎｏｎ

Ａ３ ｎｏｎ

ビニル床シートｔ2 モルタルｔ30既存

改修

■外部仕上表 ■特記事項

既存

下　地下　地下　地下　地 廻　縁
室　名

■内部仕上表

外　壁

外巾木

・天井張替部分既存ＬＧＳ天井下地は撤去とする

・モルタル撤去部分周囲はモルタルカッター入とする

・コンクリート撤去部分周囲はコンクリートカッター入とする

　ＧＢ-Ｆは強化石膏ボードを示す
・ＢＧは石膏ボード、ＢＧ-Ｓはシージング石膏ボード

・工事中安全計画等を所轄消防署等と協議の上必要書類等を提出する

・建具及び造作材を撤去する箇所は周囲100㎜程度の既存仕上材の補修を含む

・改修　ＥＰ-Ｇ塗替えとはモルタル補修の上ＥＰ-Ｇ塗装

・改修で使用するコンクリートは普通コンクリートFC=24とする

・改修　モルタルＥＰ-Ｇとはモルタル塗りの上ＥＰ-Ｇ塗装

改修

床 巾木 腰　壁 壁 天　井 備　考天井高

ＥＶホール

既存

改修

既存

改修 モルタル金ゴテ

エキスパンション

ジョイントカバー

竪　樋

ルーフドレーン

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

屋　根

既存

改修

犬　走

パラペット

笠　木

塩ビシート防水(接着工法)　下地モルタル　ＡＬＣ版ｔ100
アルミ笠木

カラーＶＰΦ100　ステンレス受金物

鋳鉄製Φ100　オーバーフローパイプ：カラーＶＰΦ50

改修

塩ビ壁に同じ壁に同じ

ビニル床シートｔ2 モルタルｔ30 ビニル巾木 Ｈ100 ＬＧＳ65 化粧ＧＢｔ9.5

化粧ＧＢｔ9

ＬＧＳ塩ビ エキスパンションジョイント

ＲＣ

壁に同じ 壁に同じ

既存

改修

ＥＶシャフト

ＲＣ
ＡＬＣ版表し

ＡＬＣ版表し
鉄骨耐火被覆

鉄骨耐火被覆：ロックウール吹付ｔ25(１時間耐火)
ピット内：防水モルタル金ゴテｔ30

・仕上材料（塗料･接着剤等含む）はすべてＦ☆☆☆☆（規制対象外品）とする

・耐火リスト

外壁

屋根

床 合成スラブ

ＡＬＣ版ｔ100

ＡＬＣ版ｔ100

１時間

例示（告1399）0.5時間

認定番号他耐火時間

例示（告1399）１時間

箇　所 材　料

[一部撤去]

ビニル床シートｔ2

[一部撤去]

既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま 既存のまま 既存のまま 塩ビ

[一部撤去]

　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

一部ＬＧＳ

FP060FL-9101

柱
ＡＬＣ合成

ロックウール吹付ｔ25

梁
ＡＬＣ合成

ロックウール吹付ｔ25

１時間 FP060CN-9458

１時間 FP060BM-9406

FP060FL-9102
FP060FL-9139

〇法適合工事
外壁－外壁：アルミW200(１時間耐火)
外壁－パラペット：ステンレスW200（１時間耐火)
床－床：ステンレスW200（１時間耐火)
内壁－内壁：アルミW200
天井－天井：アルミW200

ＧＢｔ9.5＋ケイカル板ｔ6ＥＰ-Ｇ

塩ビシート防水(接着工法)遮熱塗料塗　下地モルタル　ＡＬＣ版ｔ100

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

Ａ－０６

防水形外装薄塗材Ｅ　モルタル下地 [一部撤去]

ＡＬＣ版ｔ100横張(一部縦張)　防水形外装薄塗材Ｅ

防水形外装薄塗材Ｅ　モルタル下地 [一部撤去]

モルタル金ゴテ [一部撤去]

Ｕ字溝

既存

改修

・既存アルミ製建具改造（非常用代替進入口　建令126の2）

廊　下

１Ｆ～３Ｆ

１Ｆ～３Ｆ

１Ｆ～３Ｆ

モルタル金ゴテＶＰ モルタル金ゴテＶＰ
木製

2,800

2,800

2,750

2,750

一部化粧ＧＢｔ9.5

雨水枡360コンクリート蓋付

[一部撤去]

Ｕ字溝240グレーチング蓋付

コンクリート金ゴテ

・既存建具ガラス交換（強化ガラス→網入ガラス）

・既存木造倉庫他撤去

・小荷物専用昇降機扉改修（遮炎遮煙性能他現行法適合）

湯沸室 既存

改修

脱衣室

（シャワー室）

既存

改修

ビニル床シートｔ2

ビニル床シートｔ2

モルタルｔ30

既存のまま

木製ＯＰ Ｈ100

ビニル巾木 Ｈ100

壁に同じ

壁に同じ

壁に同じ

壁に同じ

ケイカル板ｔ6目透張ＥＰ 化粧ＧＢｔ9木製 塩ビ ＬＧＳ 2,700

ＧＢｔ9.5＋ケイカル板ｔ6ＥＰ-Ｇ ＬＧＳ65 化粧ＧＢｔ9.5 塩ビ ＬＧＳ

ビニル床シートｔ2
耐水合板ｔ12下地　ユニットフロアーＨ200

ビニル巾木 Ｈ100 壁に同じ
ＧＢｔ9.5＋ケイカル板ｔ6ＥＰ-Ｇ
一部ケイカル板ｔ6ＥＰ-Ｇ

ＬＧＳ65 化粧ＧＢｔ9.5 塩ビ ＬＧＳ 2,400
壁に同じ
一部化粧ケイカル板ｔ6＋耐水合板ｔ12

・既存プレハブ倉庫基礎固定改修（⑧、⑨、⑬棟）

アルミパーティション [撤去]

ＬＧＳ間仕切壁 [新設]、木製建具 [新設]

[撤去]
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千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

１階平面図
Ａ１ 1:200

Ａ３ 1:400
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[シャワー室改修]

[浴室撤去]

[小荷物専用昇降機改修]

[倉庫撤去][倉庫撤去][倉庫撤去]

[ＥＶ新設]

[設備関連工事]

[犬走コンクリート400×600×厚100 撤去復旧]

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛ
ｰ
ﾌﾟ
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ｰ
ﾌ
ﾟ

［ポンプ室撤去］
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強化ガラスｔ4（透明）

引違窓

70

アルミ

強化ガラスｔ4（透明）

ｸﾚｾﾝﾄ

図書準備室 図書準備室

強化ガラスｔ4（透明）

アルミ

70

1F湯沸室

アルミパーティション

強化ガラスｔ4（透明）

1F湯沸室

扉見込36

木製ポリ合板フラッシュ

1F湯沸室

扉見込36

引違戸　額付

木製ポリ合板フラッシュ　アルミエッジ

照明確認窓
型ガラス

片引戸　ハンガー式

改造部分
(カバー工法)(障子、無目)

撤去部分
(障子、無目)

改造部分
(カバー工法)

70

アルミ

枠見込100、扉･ランマパネル見込40

扉･ランマパネル：スチールｔ0.5両面フラッシュＤＰ塗装

握手、ｽﾃﾝﾚｽ下枠、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾇﾀｰﾝ付)、ＤＣ、順位調整器、ﾌﾗﾝｽ落

特定防火設備常時閉鎖式(告示1369号) 遮煙性能 

１ヶ所撤去 ３ヶ所 改造(カバー工法) １ヶ所改造(カバー工法)

撤去 １ヶ所 １ヶ所新設 １ヶ所新設

撤去 ３ヶ所 ３ヶ所新設

1～3F：廊下(外階段前)

引違窓付き戸

強化ガラスt4.0

1～3F：廊下(外階段前)

ランマ嵌め殺パネル付き両開きドア

[改造前] [改造前][改造後] [改造後]

ＡＷ
211

ＡＷ
114

ＡＷ
219

ＡＰ
３

ＷＤ
１

ＷＤ

ＡＤ
303

ＡＤ
303

２

設計者：(有)オーディー建築研究所

一級建築士事務所　千葉県知事登録　第 1-2302-4761 号

一級建築士　大臣登録　第 160925 号　尾髙　照雄
Ａ３ 1:100

Ａ１ 1:50図
 
面
 
名

図
面
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号
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変更年月日変更年月日

特
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項
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記
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設計年月日

特
記
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項

工事名称 令和　７年１０月　　日

Ａ－２２改修建具表千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課



強化ガラスt4.0
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3,670
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1,800 70 1,800
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1
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1,
75

0
10

0
9
00

3,470

1,700 70 1,700

２アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

1F：職員室、印刷室

無着色陽極酸化複合被膜

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

７

1F：理科室　2F：音楽室　3F：音楽準備室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

２

2F：音楽室　3F：音楽準備室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

１ アルミ製２連引違窓 ６

枠　70

1～2F：廊下

附属金物一式

アルミ製２連引違窓

枠　70

強化ガラスt4.0

附属金物一式

３

1～3F：廊下

アルミ製引違窓 アルミ製引違戸 ２

枠　70

附属金物一式

網入りガラス、強化ガラスt4.0

アルミ製２連引違窓

枠　70

強化ガラスt4.0

附属金物一式

１２

1F：廊下　2～3F：廊下、ホール

アルミ製２連引違窓

枠　70

強化ガラスt4.0

附属金物一式

３

1F：ポンプ室　2～3F：廊下

アルミ製２連引違窓

枠　70

強化ガラスt4.0

附属金物一式

２

1F：昇降口

アルミ製２連引違窓

枠　70

強化ガラスt4.0

附属金物一式

２

2～3F：階段室

アルミ製２連２段引違窓

枠　70

６ アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

2～3F：普通教室　

附属金物一式附属金物一式

アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

アルミ製引違窓 ２

枠　70

附属金物一式

アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

１

アルミ製引違窓 １

枠　70

附属金物一式

アルミ製引違窓 ２

枠　70

附属金物一式

アルミ製２連２段引違窓

枠　70

附属金物一式

1F：理科室　2～3F：普通教室　

アルミ製２連２段引違窓

枠　70

附属金物一式

１

1F：理科準備室

アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

附属金物一式

アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

附属金物一式

1F：職員室　2～3F：普通教室　1F：男子トイレ 2～3F：男子トイレ

1F：女子トイレ2～3F：女子トイレ1～3F：男子トイレ

1F：廊下(トイレ前)

2・3F：普通教室　3F：オープンラウンジ 1F：和室

６

1F：校長室、事務室　2～3F：普通教室、オープンラウンジ

2F：音楽室、3F：音楽準備室
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千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 千葉市小中台小学校エレベータ設置工事
Ａ１ 1:50

Ａ３ 1:100

令和　７年１０月　　日
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附属金物一式

2～3F：水飲場
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既存建具表－１

網入りｶﾞﾗｽt6.8　強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 網入りガラスt6.8 網入りガラスt6.8 網入りガラスt6.8

網入りガラスt6.8 網入りガラスt6.8 網入りｶﾞﾗｽt6.8　強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 網入りｶﾞﾗｽt6.8　強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）

3,670

1,800701,800

ＦＬ
網入 網入

8
90

[網入ガラス交換t6.8（透明）２か所]　

強化ガラスt4.0

[網入ガラス交換t6.8（透明）６か所]　

[網入ガラス交換t6.8（透明）２か所]　 [網入ガラス交換t6.8（透明）１か所]　 [網入ガラス交換t6.8（透明）１０カ所]　 [網入ガラス交換t6.8（透明）１か所]　
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硝 子
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金 物

符号・数量

姿 図

場 所

見 込

材質・仕上

硝 子

備 考

金 物

AW
アルミ製２連引違窓

枠　70

附属金物一式

1,
30

0

3,670

1,800 70 1,800

125

2～3F：廊下

AW
アルミ製引違窓

1,
30

0

1,800

126
２

枠　70

附属金物一式

アルミ製２連引違窓
AW

１

枠　70

附属金物一式

1F：宿直室

3,470

1,700 70 1,700

90
0

1
,7
5
0

10
0

9
00

1,700

AW
アルミ製２段引違戸付き窓

128
１

枠　70

附属金物一式

1F：放送室

AW
アルミ製引違窓

1,
30

0

1,700

１

枠　70

附属金物一式

1F：放送室

129

AW
アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

130
６

1,
30

0

1,300

AW

3,670

1,800 70 1,800

131
アルミ製２連引違戸付き窓 １

枠　70

附属金物一式

RF：階段室

1
,7
5
0

85
0

9
00

1
,7
5
0

AW
アルミ製引違窓

1,
30

0

1,700

１

枠　70

附属金物一式

132

1F：休憩室

9
00

10
0

90
0

1
,9
0
0

1,700

１

枠　70

附属金物一式

1F：給食室

9
00

10
0

90
0

1
,9
0
0

4,640

1,500 70 1,500 70 1,500

AW
アルミ製３連２段引違窓 １

枠　70

附属金物一式

1F：給食室

3,470

1,700 70 1,700

9
00

10
0

90
0

1
,9
0
0

AW

133
アルミ製２段引違窓

134

スリ スリ

AW

枠　70

附属金物一式

1F：給食室

135
アルミ製２連２段引違窓 ３

スリ スリ

AW
アルミ製２連引違窓 １

136

3,070

1,500 70 1,500

1,
30
0

枠　70

附属金物一式

1F：下処理室

AD
アルミ製ランマ付引分け戸

枠　100

FIX

101
１

1F：玄関

アルマイト仕上げ

附属金物一式

790 70 1,580 70 790

3,300

2
,7

60

2,
00
0

1
00

66
0

FIX FIX FIX

AD

1,800

１
102

1F：昇降口(南側)

アルミ製ランマ付両引き戸

アルマイト仕上げ

1
,9

50
20

0
4
50

2,
60

0

網入 網入

附属金物一式

2,100

1,
97

0

網入 網入

AD
２アルミ製フラッシュ引き込み戸

枠　100

アルマイト仕上げ

附属金物一式

枠　100

1F：昇降口

網入りガラスt6.8

103

枠　70

アルマイト仕上げ

１
AD

アルミ製フラッシュ片開き戸

1,000

1,
00
0

1F：ダストシュート

附属金物一式

1,200

800 400

2
,2

00

AP AP

１
AD

アルミ製親子開き戸

枠　70

附属金物一式

1F：給食室

1,200

800 400

AP AP

１
AD

106
アルミ製親子開き戸

枠　70

附属金物一式

104 105

1F：パン庫

2
,0
0
0

AD

枠　70

附属金物一式

107
アルミ製片開き戸

AP

1,
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0

800

３

1F：雑品庫、食品庫、下処理室

２
127

2～3F：男子トイレ

網入 網入

1～3F：男子トイレ、女子トイレ

網入 網入

網入FIX

網入FIX 網入FIX

網入FIX網入 網入
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1,
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千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 千葉市小中台小学校エレベータ設置工事
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令和　７年１０月　　日
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既存建具表－２

AW
１

139
アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

1F：事務室

網入りｶﾞﾗｽt6.8（透明）

FIX FIX

FIX

FIX

FIX

900 70 730 70 730

2,500

6
50

5
0

5
50

1,
25

0

網入りｶﾞﾗｽt6.8、強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）

強化ｶﾞﾗｽt4.0南面（型板・透明）　網入りｶﾞﾗｽt6.8北面（型板・透明）

網入りｶﾞﾗｽt6.8（透明）

網入りｶﾞﾗｽt6.8、強化ｶﾞﾗｽ（透明）

腰：網入ｶﾞﾗｽ(型)ｔ6.8、網入ｶﾞﾗｽ(透明)ｔ6.8、ﾗﾝﾏ：強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）

強化ｶﾞﾗｽt4.0（型板） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（型板・透明）

[網入ガラス交換t6.8（透明）]

[網入ガラス交換t6.8（型）]

[網入ガラス交換t6.8（透明）]

[網入ガラス交換t6.8（型）]

[網入ガラス交換t6.8（型）１か所]　 [網入ガラス交換t6.8（透明・型）１か所]　 [網入ガラス交換t6.8（透明・型）１か所]　

強化ｶﾞﾗｽt4.0（型板・透明）

[網入ガラス交換t6.8（型）１か所]　 [網入ガラス交換t6.8（型）１か所]　 [網入ガラス交換t6.8（型）１か所]　

強化ｶﾞﾗｽt4.0（型） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（型） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（型）

[網入ガラス交換t6.8（型）]　

[網入ガラス交換t6.8（型）]　
[網入ガラス交換t6.8（型）]　
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アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

３

1F：保健室、特別支援教室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

１

1F：会議室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

無着色陽極酸化複合被膜

アルミパネルt3.0、附属金物一式

２

1F：家庭科室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

６

2F：普通教室、オープンラウンジ　3F：普通教室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

アルミパネルt3.0、附属金物一式

無着色陽極酸化複合被膜

２

2～3F：普通教室

アルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

無着色陽極酸化複合被膜

アルミパネルt3.0、附属金物一式

２

アルミ製引違戸 + FIXアルミ製３連２段引違窓 + すべり出し窓

枠　70

無着色陽極酸化複合被膜

アルミパネルt3.0、附属金物一式

２

2F：図工室　3F：図書室

2F：図工室　3F：図書室 RF：階段室

枠　70

無着色陽極酸化複合被膜

アルミパネルt3.0、附属金物一式

網入りガラスt6.8

１ アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

附属金物一式

1F：家庭科室　

アルミ製２連２段引違窓

枠　70

附属金物一式

1F：家庭科室

１ アルミ製２連引違窓

枠　70

附属金物一式

６ アルミ製２連引違窓

枠　70

附属金物一式

３

2～RF：階段室

アルミ製２連引違窓

枠　70

附属金物一式

２

1F：昇降口

強化ガラスt4.0 網入り型板ガラスt6.8

アルミ製引違窓 １

枠　70

附属金物一式

1F：ホール

アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

1F：保健室

アルミ製２連引違窓

枠　70

附属金物一式

強化ガラスt4.0

1～3F：廊下

１２ アルミ製２連引違窓

枠　70

強化ガラスt4.0

附属金物一式

３

1～3F：廊下

アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

アルミ製２連２段引違窓

枠　70

附属金物一式

５

1F：会議室　2F：普通教室、図工室　3F：普通教室、図書室

1F：家庭科準備室　2F：図工室、図工準備室　3F：図書室、図書準備室

アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

アルミ製２連引違窓

枠　70

附属金物一式

４

強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0

アルミ製引違窓

枠　70

附属金物一式

2～3F：ホール

アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

1F：特別支援教室　2F：普通教室、オープンラウンジ　3F：普通教室

1～3F：廊下

３

1～3F：男子トイレ

３

1～3F：女子トイレ 2～3F：ホール、女子トイレ

２

1階、戸車交換・レール調整共 1階、戸車交換・レール調整共

1階、戸車交換・レール調整共

ｼｰﾘﾝｸﾞ:四方枠(W=15)、水切下端(W=20)打替　　 ｼｰﾘﾝｸﾞ:四方枠(W=15)、水切下端(W=20)打替　　 ｼｰﾘﾝｸﾞ:四方枠(W=15)、水切下端(W=20)打替　　 ｼｰﾘﾝｸﾞ:四方枠(W=15)、水切下端(W=20)打替　　 ｼｰﾘﾝｸﾞ:四方枠(W=15)、水切下端(W=20)打替　　 ｼｰﾘﾝｸﾞ:四方枠(W=15)、水切下端(W=20)打替　　
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強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（型板） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（型板）

網入りガラスｔ6.8、強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）

網入りガラスｔ6.8、強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 網入りガラスｔ6.8、強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）

網入りガラスｔ6.8、強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）
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特定防火設備

特定防火設備 特定防火設備 特定防火設備 特定防火設備

特定防火設備 特定防火設備 特定防火設備 特定防火設備

特定防火設備 特定防火設備 特定防火設備

(遮煙性能)

(遮煙性能)

(遮煙性能)

(遮煙性能) (遮煙性能) (遮煙性能)

(遮煙性能)

(遮煙性能) (遮煙性能) (遮煙性能)

(遮煙性能) (遮煙性能)

網入りｶﾞﾗｽt6.8
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1,000
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900

90
0

スチールカバー閉鎖

1・2・3F：廊下 1F：廊下 2F：廊下 3F：廊下

1F：廊下

防火防煙シャッター＋スチール扉、パネルＳＯＰ 防火防煙シャッター＋スチール扉、パネルＳＯＰ 防火防煙シャッター＋スチール扉、パネルＳＯＰ 防火防煙シャッター＋スチールパネルＳＯＰ

1F：廊下 1F：階段室

防火防煙シャッター

3F：廊下3F：廊下2・3F：廊下

2・3F：廊下

２アルミ製フラッシュ引き込み戸

1F：昇降口

枠　70

附属金物一式

網入 網入

枠　70

アルマイト仕上げ

１アルミ製フラッシュ片開き戸

附属金物一式

1F：ダストシュート(西)

１

附属金物一式

鋼製フラッシュ片開き戸（スチールカバー閉鎖済み）

1F：ダストシュート(東)

鋼製フラッシュ片開き戸

附属金物一式

1・2・3F：階段室

スチール製電動シャッター

B：1A：1 C：１スチール製防火戸（常時開放煙感知器連動）

附属金物一式

スチール製防火戸（常時開放煙感知器連動） スチール製防火戸（常時開放煙感知器連動） スチール製防火戸（常時開放煙感知器連動）１ １ １

附属金物一式 附属金物一式 附属金物一式

スチール製電動シャッターくぐり戸付き

附属金物一式 附属金物一式

スチール製電動シャッターくぐり戸付き ２ スチール製電動シャッターくぐり戸付き１ １ １スチール製電動シャッター

附属金物一式 附属金物一式

スチール製電動シャッター ２ スチール製電動シャッター１ １

附属金物一式 附属金物一式 附属金物一式
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耐震ブレース
１・２Ｆ
YB8－YB9間
YB10－YB12間

特定防火設備 (遮煙性能)

防火設備
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枠　100

1F：昇降口
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1
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0

1,700

防火防煙シャッター＋スチール扉、パネルＳＯＰ

1・2・3F：廊下

アルミ製２連２段引違窓

附属金物一式

９

1F：コンピュータ室、PTA室、多目的室　2～3F：普通教室　

アルミ製２連引違窓

附属金物一式

３

1～3F：階段室

枠　60

アルミ製２連引違窓

附属金物一式

４

2～3F：廊下

枠　70 枠　50

附属金物一式

枠　60

６アルミ製引違窓

附属金物一式

枠　60

６アルミ製引違窓

1～3F：廊下

アルミ製ガラリ付き引違窓

附属金物一式

６

1～3F：男子便所、女子便所

枠　60

アルミ製引違窓 １

附属金物一式

RF：階段室

アルミ製引違窓

附属金物一式

３

枠　60 枠　60

1F：昇降口　2～3F：廊下、小荷物EVホール

1～3F：小荷物EVホール

アルミ製ガラリ付き引違窓

附属金物一式

枠　60

１

1F：ポンプ室

アルミ製ランマ付引分け戸

アルマイト仕上げ

附属金物一式

２ アルミ製２連２段引違戸付き窓

枠　70

附属金物一式

1F：コンピュータ室、資料室、多目的室　2～3F：普通教室

枠　70

附属金物一式

アルミ製２段引違窓付き戸

1～3F：廊下(外階段前)

アルミ製引違戸 + FIX １

枠　70

附属金物一式

RF：階段室

アルミ製２連引違窓付き戸

枠　70

附属金物一式

1F：渡り廊下

強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0

強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0

強化ガラスt4.0 強化ガラスt4.0

FIXFIXFIXFIX

FIX

FIX

FIX

FIX

スチール製電動シャッターくぐり戸付き

附属金物一式

３

網入ガラスt6.8（透明）

強化ガラスt4（透明）
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ﾌﾛｰﾄ(廊下)

網(階段)

符号・数量

姿 図

場 所
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材質・仕上

硝 子

備 考

金 物

符号・数量
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硝 子

備 考
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枠　70

附属金物一式

AW

401
アルミ製２連２段引違窓付き戸
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1,600 70 1,600

2
,8

00

1,
9
00

10
0

8
00

90
0

1
,0

00
10
0

8
00

1～2F：普通教室

１

網入(2F)

強型(1F)

ﾌﾛｰﾄ(2F)

強型(1F)

ﾌﾛｰﾄ(2F)

強化(1F)

ﾌﾛｰﾄ(2F)

ﾌﾛｰﾄ(2F)

強型(1F)

強化(1F)

アルミ製引違戸
402

枠　70

附属金物一式

１

1F：廊下

AD

網型

1,600

1,
9
00

網型

SD
１

1,
80

0

401
鋼製両開き戸

附属金物一式

1F：階段室

網入り型板ガラスt6.8

枠　100

1,600

60
0

600

１
SD

402

附属金物一式

枠　100

1F：倉庫

鋼製片開きフラッシュ戸

1
,8
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800

AD
アルミ製ランマ付引分け戸

網入

401

附属金物一式

1F：昇降口
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2
,7

60

1
,9
0
0
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0

7
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網入

FIX

網入FIX

網入FIX

網入

FIX

網入

FIX

網入FIX

網入FIX

強化FIX 強化FIX
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アルミ製２連引違窓

1,
30

0

403
２

2F：多目的室

枠　70

附属金物一式

3,270

1,600 70 1,600

AW
アルミ製引違窓

1,
30

0
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２

枠　70

附属金物一式

2F：廊下、階段室

1,600

AW
アルミ製引違窓

1,700
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0

405

枠　70

附属金物一式

網入りガラスt6.8(階段室)

2F：階段室

枠　70

附属金物一式

AW
アルミ製２連２段引違窓付き戸

3,270

1,600 70 1,600

1～2F：普通教室

1,
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0

1
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00
10
0

8
00

402

ﾌﾛｰﾄ(2F) ﾌﾛｰﾄ(2F)

ﾌﾛｰﾄ(2F)ﾌﾛｰﾄ(2F)

強型(1F)強型(1F)

強化(1F)強化(1F)

４

２

４

千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課 千葉市小中台小学校エレベータ設置工事
Ａ１ 1:50

Ａ３ 1:100

令和　７年１０月　　日

強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明） 網入りガラスt6.8(階段室)、新設：強化ｶﾞﾗｽ（透明）

網入りガラスt6.8、強化ｶﾞﾗｽt4.0（透明）
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既存建具表－６

SD
鋼製片開きフラッシュ戸

1
,8

00

800

１
403

1F：倉庫

附属金物一式

特定防火設備

SS
スチール製電動シャッター

附属金物一式

特定防火設備

401
１

1・2F：廊下

防火防煙シャッター

3,530

2
,6

9
0

(遮煙性能) (遮煙性能)

[強化ガラス交換t4（透明）１か所]　

網入り型板ガラスt6.8、フロートガラスt3.0

[強化ガラス交換t4（透明）]　
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人の搭乗禁止注意表示（各階出し入れ口の戸に表示）
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Ａ－２９小荷物専用昇降機扉改造図千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事



・仮設計画は工事前に学校及び監督員と協議の上決定すること。

・仮設計画は参考とする。

・作業員通路の床壁等は養生を行うこと。

　登下校時の搬出入には特に注意すること。
・学校関係者(児童・職員)及び近隣住民等への安全管理を徹底すること。

・必要に応じて交通誘導員を配置すること。(配置は参考とする)

仮設計画(参考)

仮　設　計　画　凡　例

工事用進入経路

１ヶ所

交通誘導員Ｂ

クロスゲート　Ｈ1,800　Ｗ6,000

敷鉄板 1500×6000×22

10人工

仮囲い：成形鋼板　Ｈ2,000 16.0ｍ

48.0ｍＢ型バリケード

11枚

配置図
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項
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項
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名

千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課
Ａ１ 1:300

Ａ３ 1:600
千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日
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Ａ－３０仮設計画図－１（参考図）
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Ａ－３１仮設計画図－２（参考図）



工事名称

千葉市都市局建築部営繕課 千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事 －
特
記
事
項

特
記
事
項

特
記
事
項

図

面

名

縮 図

面

番

尺 号

Ｓ－01

設計年月日

構造設計標準仕様

令和　７年　　月　　日 設計年月日 令和　　年　　月　　日 設計年月日 令和　　年　　月　　日

構 造 設 計 標 準 仕 様 ※修正箇所は下線を引くこと

適用は 印を記入する。

１．建築物の構造内容

２.使用建築材料表・使用構造材料一覧表
コンクリート（１) (レディーミクストコンクリート JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

（１) 建築場所 千葉市稲毛区小中台町８３０－９

（２) 工事種別 新築 増築 増改築 改築

（３) 構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

法第２０条第一号（高さ 60m 超)
法第２０条第二号（ RC造の高さ20m超 S造4階建以上 木造高さ16m超 その他)

（４) 構造種別
木造(W)
鉄筋コンクリート造(RC)

プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC)

補強コンクリートブロック造(CB) 鉄骨造(S)
壁式鉄筋コンクリート造(WRC)
壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(WPRC)鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

（５) 階 数
1 棟 地下 0 階 地上 3 階 塔屋 0 階

（６) 主要用途 エレベーター
（７) 屋上付属物

高架水槽 kN キュービクル kN 広告塔 煙　突

（８) 特別な荷重
11 人乗

倉庫積載床用
( ﾏｼﾝﾙｰﾑﾚｽ  ﾛｰﾌﾟ式  油圧式 ) リフト kN ホイスト kN

N/m
2

受水槽 kN

（９) 付帯工事
門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場

（１０)

（１１)

増築計画

構造計算ルート
有（　　　　　　　　　　　　　　　） 無

Ｘ方向ルート 3 －（ Ｙ方向ルート 3 －（） ）

エレベータ

適用箇所
スランプ

備　　　考
品質基準強度設計基準強度

種 類
cmFq=N/mm Fc=N/mm 

2 2

合成デッキ床 普通 軽量 21 24 18

18

18

18

24

24

15

15

24

24

18

18

18

捨てコンクリート

押えコンクリート

土間コンクリート

混和材料の種類(JIS           )

呼び強度を保証する材齢、養生

ＡＥ減水剤 高性能ＡＥ減水剤

材齢（

養生（

単位水量は185kg/m3 3

（２) コンクリートブロック(   JIS A 5406)
A種 B種 C種　　厚 100 120 150 190 （使用箇所

28日 56日 ）

現場封かん 現場水中 標準 ）

以下、単位セメント量は270kg/m 以上とする。

）

24 18

1階床(構造ｽﾗﾌﾞ）

24

18

30 1830

21

基礎・基礎梁

杭

普通 軽量

普通

普通

軽量

普通

普通

普通

普通

デッキ床(Vﾃﾞｯｷ等)

（３) 鉄 筋 継手工法種  類 径 使用箇所

SD295

SD345

SD390

D10

柱・梁主筋等

壁・スラブ筋等～

～
(JIS G 3112)

異形鉄筋

高強度せん断補強筋 材種

大臣認定番号MSRB-

SR235丸  鋼(JIS G 3112)

溶接金網(JIS G 3551)

重ね継手(D10 ～ D16)

ガス圧接継手(D19以上)

溶接継手

機械式継手

（　　　　　　　　　　　　 ）

各継手の使用詳細については

本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋

継手等の  にて表示すること。　

鉄 骨（４)
JIS規格・認定番号等現場溶接使用箇所種  類

SS400

BCR295

SM490 A

SSC400

SN490 B

BCP235

SM400

JIS Z

SN400 A,B,C

BCP325

SN490 C

溶接材料

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

D16

D19 D25

STKR400 STKR490

SS400 SM400 SN400 A,B,C

有 無

梁・プレート等

内ダイヤフラム等

柱

通しダイヤフラム

（５) ボルト

アンカーボルト

ボルト(JIS B1180) M 12 M

F10T(JIS B1186)

高力ボルト

S10T認定番号(    ) F8T認定番号(    )( M16 M20 M22 M24

SS400 M16

4.8(4T)

L= ナット（

M

頭付スタッドボルト

M 使用箇所（φ＝

M 使用箇所（φ＝

（６) 屋根、床、壁

材  種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

スライド
屋根壁

床版

床版

床版

屋根

ＡＬＣ

特殊デッキプレート(JIS G 3352)

厚

厚

H=

型式

型式

型式

(JIS A 5416)

特殊デッキプレート(JIS G 3352)

特殊デッキプレート(JIS G 3352)

折　版

ボルト止め

ロッキング

400 mm

L= mm

シングル、 ダブル）

ナット（ シングル、 ダブル）

L= mm

L= mm

柱 小梁）大梁

柱 小梁）大梁

３．地 盤
（１) 地盤調査資料と調査計画

有（ 無（調査計画

調 査 項 目

PS検層

液状化判定

物理探査

標準貫入試験

調査項目

現場透水試験

平板載荷試験

土質試験

静的貫入試験

スエーデン式サウンディング

試験堀（支持層の確認）

水平地盤反力係数の測定

ボーリング調査

調査項目調査計画資料有り 調査計画資料有り調査計画資料有り

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

（２) ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎、杭の位置を明記すること）

敷地内 近隣） 有 無）

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

４．地業工事
（１) 直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験堀 有 無

深さGL- m 、支持層－ 、長期許容支持力度 kN/m
2

載荷試験 有 無

（２) 地盤改良 浅層混合処理工法 深層混合処理工法

深さGL- m 載荷試験 有 無

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2018」を参考とする

（３) 杭基礎 支持層－シルト混じり細砂

機械掘

手掘

ミニアース

拡底杭

BH

アースドリル

リバースサーキュレーション

オールケーシング

cm以下

kg/m

SD

SDHOOP

主筋鉄 筋

単位水量

セメント量

スランプ

2
N/mm

Fq

コンクリート

STK490

PHC

PRC Ⅲ種）

Ｃ種）Ｂ種

Ⅱ種

（

（

鋼材

コンクリート杭

場所打ち

備　 考材　 料杭　 種

摩擦杭

H鋼

PRC

SC杭

鋼管

PHC

RC

施 工 法

EAZET杭

アルファフォースパイルⅡ工法

認定第 TACP-0641号

認定

第　　　　号深礎

Fc
2

N/mm

3

kg/m
3

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

( 　 有

）

無）（　 載 荷打 ち 込 み 支持層確認）孔 壁 測 定  1 本

Ⅰ種

Ａ種

e-pile next工法

、支持層－

JIS

STK400

年　 月 　日

Ｓ－１１　杭リスト参照

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本数 特記事項

５．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）

36N/mm
本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が

（１) コンクリート
コンクリートはJIS A 5308（レディ―ミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品

とし、施工に関しては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5(2022)による。
耐久設計基準強度Fd 短期 標準 長期 超長期

セメントは、JIS R 5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、

養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。
フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究セン

測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査における測定試験は、同一試料

から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。
構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T-603によることとし、供試体は

現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が150m
3

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。尚、

供試体の数量は、特別指示なき場合は、1回当り6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。
ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの

自由落下高さはコンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧

送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ

時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。

コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下らないようにする。
乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

（２) 鉄 筋
鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コン

クリートと同様に、JASS 5による。
高強度せん断補強筋は、JIS G 3137に規定されるD種1号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋

コンクリート構造配筋標準図(1)～(3)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」

による。

鉄筋継手等

(1)引張力最小部位鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋の径(注)(2)(1)以外の部位

SA級B級A級

重ね継手

機械式継手

溶接継手

圧接継手 告示1463号第2項各号

D(  16  )以下

を超える場合は150m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

使用箇所

壁・スラブ筋等

柱・梁主筋等

標準図による

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、
日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋

よること。　　　

D19未満は、すべて重ね継手ととする。

継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手

工事、溶接継手工事、機械式継手工事）による。

注）２
の数ロットについては引張試験も併用し、1回の試験は5本以上とする。
1ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で200箇所程度とする。

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」

第４条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名

代行業者名

（都知事登録　　　　　　　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

（３) 型　枠
材料　 合板厚 12mm を標準とする。 施工 JASS5 による。

型枠存置期間

種 類
部

位

セメント
の種類

の
間
期
置
存

温
気
均
平

せ き 板 支   柱

はり下スラブ下スラブ下、はり下基礎、はり側、柱、壁

（ )日

令
材
の

リ
ク
ン

ト

コ

ランドセメント

早強ポルト

シリカセメント

普通ポルト

ランドセメント
高炉セメント

A種

A種

早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

高炉セメント高炉セメント

シリカセメント

A種

シリカセメントシリカセメント

A種A種 A種

A種A種

普通ポルト

ランドセメント

ランドセメント

早強ポルト普通ポルト

ランドセメントランドセメント

早強ポルト普通ポルト

ランドセメント

2

28

28

28

28

25

17

15

12

16

10

10

86

6

4

8

5

3

5

3

設計基準強度の
圧縮強度

コンクリートの

100％85％
設計基準強度の50％5.0N/mm 2

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

注)１ 片持ばり、庇、スパン 9.0m 以上のはり下は、工事監理者の指示による。
注)２ 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。
注)３ 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。
注)４ 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。
注)５ 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえ

注)６ 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わ

注)７ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与え

をしてはならない。

ないように行うこと。

ー

Ｈ型(タガ型) Ｓ型(スパイラル型)とする。Ｗ型(溶接型)

・引張試験 有 無

継手部の検査方法： 有 無

有 無

建設地が東京都でありガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初

注）３

注）１ ※

(引張試験有の場合、1検査ロット3本とする。※

※

 建設地東京の場合、1検査ロット5本とする。）

・外観検査

の検査のいずれかを行う。検査の種類は監理者の承認を得て決定すること。

・超音波探傷試験 (1検査ロット30箇所とする）

以下に適用し、鉄筋の材種はSD390以下に適用する。2

ごと撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

ターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定

3

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

D(  19  )以上

D(  　  )以上

D(  　  )以上

継手仕様基準（建築物の構造関係技術基準解説書2020)』によって検討した部材の条件・仕様に

ないこと。

６．鉄骨工事（施工方法等計画書）

７．設備関係

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部および緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれが

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの(以下「屋上水槽等」という。)
は、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリ

造とすること。
建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備＊を除く。）は、 

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。
建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有
効な管の損傷防止のための措置を講ずること。
管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は
可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。
管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その
他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示第

部分に、緊結すること。 

場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

ート造又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック

1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

(令第１２９条の２の３の事項)
建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

ないものとすること。

給湯設備＊は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない
構造とすること。満水時の質量が15Kg を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障の
ない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。 
＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に

エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。
床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を管径の3倍以上
かつ5cm以上を原則とする。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

８．その他

（１) 鉄骨工事は指示のない限り下記による
日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

（２) 工事監理者の承認を必要とするもの
製作工場

認定または登録工場（大臣認定

製作要領書 工作図 施工計画書

S
材料規格証明書※、または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド
※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

（３) 工事監理者が行う検査項目
（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

（４) 接合部の溶接は下記によること
平成12年建設省告示第1464号　第二号　イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱
日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

（５) 接合部の検査
溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査率又は検査数

工事監理者
備  考

第三者受入検査工場自主検査
検 査 方 法検 査 箇 所

※平成12年建設省告示
 第1464号第二号に
よる（目視及び計測）
（注）東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実施する

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

検査
内質

（注）

マクロ試験・その他

示温塗料塗布

硬さ試験

外観検査（※）

超音波探傷検査

外観検査（※）

曲げ打撃試験　1本/100本につきスタッド溶接

隅肉溶接部

第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約
した検査会社をいう。

％

％

100

100 結果承認

％

％30

30

％個

％個

　個

％個

％個

　個

％100 ％30

注１) 現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を
100％行うこと

注２) 知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）
軸力導入試験 高力ボルトすべり係数試験

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無い

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。
ことを確認する。

（６) 防錆塗装

（７) 耐火被覆の材料

グレード 都登録 ランク）T1

要要 否否

H M R J T2 T3

結果承認

結果承認

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。
錆止めのペイントは、
4つ星　2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

JIS K 5674

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ
錆止めペイントを使用し、2回塗りとする。

を使用して

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。
錆止めは、溶融亜鉛メッキA種(HDZ55)とする。
現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行う。

（都知事登録　　　　　　  号）

該当するものを除いたもの

値
Ｎ

度
深

土 質 標準貫入試験

〇位置図

〇調査地番605040302010

1

　設計地番とは約　　mの距離

〇近隣データの調査地番と

　GL　－*.**m

〇備考

　がある

〇孔内水位

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

　ついてのコメント

〇支持地盤、地層及び深さに

0

Ｓ－１５参照

認定第 TACP-0558号

認定第 TACP-0635号

QL-99-50-12

EZ50

ｱｲﾃｯｸSﾃﾞｯｷS50 



－ Ｓ－02

180°

135°

90°

180°

135°

90°

90° SD490

SD390

SD345

SD295

D41以下

D25以下

D29～D41

D19～D41

3d以上

4d以上

5d以上

6d以上

a,b ±15

a,b

a,b

L

±20

± 5

±20

18

21

24～27

SD295

SD345

SD390

SD490

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

21

24～27

30～36

39～45

48～60

24～27

30～36

39～45

48～60

40d 30d 20d 15d

35d 25d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

25d 15d 15d 15d

25d 15d 15d 15d

40d 30d 20d 20d

35d 25d 20d 20d

35d 25d 20d 15d

30d 20d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

25d 15d 15d 15d

40d 30d 20d 20d

40d 30d 20d 20d

35d 25d 20d 15d

35d 25d 15d 15d

30d 20d 15d 15d

45d 35d 25d -

40d 30d 25d -

40d 30d 20d -

35d 25d 20d -

- - -

20d 10d 10d

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

21

24～27

30～36

39～45

48～60

24～27

30～36

39～45

48～60

SD295

SD345

SD390

SD490

45d

40d

35d

35d

30d

30d

35d

30d

25d

25d

20d

20d

45d

40d

35d

35d

30d

50d

45d

40d

40d

35d

55d

50d

45d

40d

50d 35d

30d

30d

25d

25d

20d

35d

35d

30d

30d

25d

40d

35d

35d

30d

( 1 ) 鉄筋の折り曲げ加工

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (1)

折り曲げ角度 鉄筋の種類図
鉄筋の径に

よる区分

鉄筋の折り曲げ

内法直径(D)

D16以下

余長4d以上

余長6d以上

余長8d以上

( 1 ) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

( 2 ) 記号

　d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値(径)　　D…部材の成、又は鉄筋内法直径

　@…間隔　r…半径　　C…中心線

　ST…あばら筋　　HOOP…帯筋　　S.HOOP…補強帯筋

1.　一般事項

2.　鉄筋加工

[注] (1) dは呼び名に用いた数値とする。

(2) スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

(3) 片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

　　余長は4d以上とする。

(4) スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

(5) 折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

(6) SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

　　行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

( 2 ) 加工寸法の許容差

項　       　目 符　号 許　容　差

各加工

寸法　

主　筋
D25以下

D29以上D41以下

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

加 工 後 の 全 長

(mm)

[注] (1) 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

主　筋

溶接閉鎖形筋あばら筋・帯筋・

スパイラル筋

( 3 ) 鉄筋のあき

異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。

異形鉄筋

( 4 ) 鉄筋のフック

a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

a.

b.

c.

d.

e.

柱

梁

図の●印の鉄筋の重ね継手の
末端にはフックが必要

間隔

あき

( 5 ) 定着長さ

鉄筋種別

コンクリート
の

設計基準強度
Fc(N/mm )

L2
(フックなし)

L2h
(フックあり)

L3
(フックなし)

L3h
(フックあり)

Lb
(3) L3

(フックなし)

小梁下端筋 スラブ下端筋一　般

かつ

150以上

[注] (1) フック付き鉄筋の定着長さはL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

(2) フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

(3) 梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さはL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さはLa以上とし、余長を8d以上とする。

　　尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

(4) 耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

定着起点 折り曲げ開始点 定着起点

90°フック

余長

8d以上

直線定着の長さL2

折り曲げ開始点 定着起点

135°フック

折り曲げ開始点 定着起点

180°フック

余長

下端筋の直線定着長さL3

定着起点

(小梁・スラブ)

90°フック

余長

8d以上

折り曲げ開始点 定着起点

下端筋のフック付き定着長さL3h

(小梁・スラブ)

フック付き定着の長さL2h

折り曲げ定着の投影定着長さLb

投影定着長さLa

小梁・スラブの上端筋の梁内

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

定 着 の 長 さ

(軽量コンクリートでは5dを加算する。)

( 6 ) 継手

■重ね継手　　（軽量コンクリートでは5dを加算する。）

鉄筋種別

コンクリート
の

設計基準強度
Fc(N/mm )

L1

(フックなし)

L1h

(フックあり)

重ね継手長さ

直線重ね継手の長さL1

余長

4d以上

鉄筋B鉄筋A

折り曲げ開始点
(鉄筋A)

折り曲げ開始点
(鉄筋B)

フック付き重ね継手の長さL1h

[注] (1) 表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

(2) 直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

(3) フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

　　以降のフック部は継手長さに含まない。

■継手に関する注意点

　1. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

　2. D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

　3. 鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

　4. ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

・ガス圧接形状(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

　及び内部欠損がないもの)

圧接面 圧接面 圧接面

(　)内はSD490の場合

・重ね継手(下図のいずれかとする)フックなしの場合はL1hはL1・圧接継手

　5. 溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたA級継手工法とする。
　6. 非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

( 1 ) 直接基礎

　①独立基礎

3.　杭・基礎 (配筋については地震力等の水平力を考慮して別途検討すること)

ハカマ筋

基礎スラブ筋

A

基礎スラブ筋ハカマ筋
Aの拡大図

　②ベタ基礎

1.　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　　但し上筋と下筋を読みかえる

2.　①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3.　②の鉄筋はD13以上

4.　埋戻し土のある場合は40を70とする

ハンチを付けた場合(a≧3)

②

①

a

1

( 2 ) 杭基礎

　　①場所打ち杭

ハカマ筋 基礎筋

杭頭処理要領

斫り部分

CL

HOOP筋の継手は片側溶接

10d又は重ね継手40d

フック付き

スペーサー
フラットバー@3,000

(各4ヶ所)

鉄筋のかぶりは
100以上とする

杭間隔は2×φかつ
φ+1000以上

　　② 既成杭

( 3 ) 基礎接合部の補強

A

ハカマ筋 基礎筋

A拡大図

杭頭補強要領は特記による

d :

do:

細いほうの径

(フック付)

コンクリート面

  印鉄筋は曲げ上げ

　なくてよい
B拡大図

Lo≧100かつ4d+70以上

B

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

配筋は同厚の壁リストにならう

W1
2-D16以上

300<H≦1000

3
-
D
1
3

* * *

*
*
*

*印筋はD10-@200とする

H≦300は*印筋は不要とする

L

余長

6d以上

4d以上

L1

o…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ

H

45°～60°

d/5以下1.4d以上
    (1.5d)

dd

2mm以下

D

D

D

(1)

2

2

L2 L2

L3

L2

L2h

L3

L2

L2h

LC LC

LC

LC

LC

かぶり厚さ
耐久性上有効な仕上げのある場合、構造設計者の承認を受けて

耐久性上有効な仕上げのある場合、構造設計者の承認を受けて

（単位：mm)
(mm)

(3)

(2)

(1)

（　   ）内は仕上げがある場合。

屋外

屋外

屋内

屋内

擁　　　　　壁

は 　　　　 り
耐　  力　  壁

柱

[注]

40mmとすることができる。

30mmとすることができる。

最小かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所についても

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

(1)

30

(30)

(20)

40
(2)

(1)

30

60

40

40

20

70

50

50

50

40

40

30

部　　　位

土に接する部分

土に接しない部分

（ 7 ）かぶり厚さ
(mm)

あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)

柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分

および下端の両端にある場合の鉄筋(右図参照)

単純梁の下端筋

その他、本配筋標準に記載する箇所

基礎筋の径

基礎筋・ハカマ筋の

( 1 ) 直接基礎（続）

床  ス  ラ  ブ
非  耐  力  壁

屋 根 ス ラ ブ

La
(3/4・D以上)

ハ
カ

マ
筋

の
あ

る
場

合

ハ
カ

マ
筋

の
な

い
場

合

a

b

d

D

d

D

d

D

a

b
加工後の全長(L)

加工後の全長(L)

b

a

b

a

dodo

L2h

D

L3h

D

D

8
d
以

上

LbLa

La

8d以上

L1

L1h

D

1.1d以上

(1.2d)

d/4以下

a≧400 1.5L1h以上

L1h

約0.5L1h

L1h

15d程度

100

8
d
以

上

L2h

7
0

4
0

L2 or L3

20d

15d

φ

へりあき

200以上

1
0
0
以

上
8
0
0
～

1
0
0
0

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
主

筋
4
0
d

か
つ

L
2
以

上

重
ね

継
手

4
5
d
か

つ
L
1
以

上

φ
100

20d20d

2
0
do

L2h

2
0
d

2
0
d
o

7
0

1
0
0

Lo

L
2

L
2

L1

L2

300

梁
幅

D

d

鉄筋コンクリート構造
配筋標準図(1)
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (2)
4.　地中梁

( 1 ) 独立基礎、杭基礎の場合(定着、継手) ( 1 ) 柱主筋の継手位置

　　　(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする。)

外端部

(継手範囲)

内端部

( 2 ) 布基礎、べた基礎の場合(定着、継手)

　※主筋のカットオフ長さは

外端部 内端部

　※主筋のカットオフ長さは

(3) 水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 (4) せいの高い梁のあばら筋加工要領図

*2-Dn 1

6～8

*一般のあばら筋と同径

 のものを2本束ねる。

*2-Dn

柱

*一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる。

(イ) (ロ) (ハ)

[注] (イ)で、　　　を使用してよいが、

は使用してはいけない。

(ロ)では、あばら筋の継手は

　　180°フック付きとする。

溶接継手

または
機械式継手

打継ぎ部

( 6 ) 絞り (a) e≦D/6かつ150

6d

(b) D/6＜e≦150

6d

6d

補強帯筋

帯筋より1サイズ太く
又は同サイズ2本

カゴ筋　型

カゴ筋　型

(c) e=150以上(参考図)

6φ-@1000

a=1.5×(呼び名の数値)

6φ-@1000

5.　柱

( 2 ) 柱主筋の定着

※※

カ
プ

ラ

圧接継手 機械式継手
(SA・A級継手)

継手の好ましい位置

※柱せいが1.0mを超える場合の1階の継手位置は
　特記による。

( 3 ) 帯　筋

イ H型(タガ型) ロ W型(溶接閉鎖型) ハ S型(スパイラル型)

5d以上

10d以上

アプセット溶接
フラッシュ溶接

第1帯筋

パ
ネ

ル
部

分
は

0
.
2
%
以

上
と

す
る

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

0
.
2
%
以

上
と

す
る

口 型

日 型第1帯筋 性能評価機関などにより
性能が確かめられた製品に限る。

Lは中間部50dかつ300mm以上
末端部の添巻は1.5巻以上
とする。

L

注 1.　第1帯筋は、梁づらに入れる。

注 2.　W型で現場溶接をする場合は

　　　 主筋の位置をさける。

注 3.　フックおよび継手の位置は、

　　　 交互とする。
   型

Lは50d以上かつ
300mm以上とする

拘束筋

( 4 ) 寄せ筋の保持 ( 5 ) 柱脚部の補強

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

範囲を拘束筋で拘束する。

拘束筋は以下による。

□帯筋と同径・同ピッチ、X・Y 2巻づつ

□図示による

柱、梁の定着L2又はL2h以上が確保
されない場合はかご鉄筋で補強
または特記により増強する。

鉄筋のフックは「柱頭の四隅の
鉄筋並びにはりのせいが小さく、
必要な定着長さが不足する箇所」
に付ける。

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

主筋と同径

監理者の承認が必要

6.　大梁

( 1 ) 定着

一般a
L

最 上 階

折曲げ起点は3/4Dを越えることを原則とする。
下端筋は曲げ上げを原則とする。

注:点線は下端筋の曲下げ定着L2を示す。

柱幅が大きい場合

CL ※2

フック付

一 般 階

一 般 階 最 上 階

補強かご鉄筋 ※1 主筋のカットオフ長さは o/4 + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による。

※2 柱幅が大きくて、直線部

　　だけでL2がとれる場合でも

　　柱中心線を超えて中間折曲げ

　　テール長150以上又は180°

　　フック付とする。

ハンチがある場合b

あばら筋補強筋

(設計図書による)

あばら筋補強筋

(設計図書による)

表6-1　特別なカットオフ長さを要する部材 (mm)

部材名  o/4に加える長さ 部材名  o/4に加える長さ

( 2 ) 大梁主筋の継手

( 3 ) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

( 4 ) あばら筋の型

( 5 ) 幅止め筋の本数、加工

a b c d

(注、床版がない場合は135°以上のフックとする。)

×印は幅止め筋

※ねじれを受ける梁は特記による。

第1あばら筋は柱面より配筋する。 つり上げ筋は、一般のあばら筋と

同サイズを2本巻きとする。

つり上げ筋

※ D = 大梁成

しい位置

は継手の好ま

(SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による。)

e

(イ)原則として　　のフック先曲とする。片側床版付(L型)梁で　　、

　　両側床版付(T型)梁で　　又は　　とすることができる。

(ロ)フックの位置は　　にあっては交互、　　にあってはスラブ付側とする。

a

a

c b

b

b

幅止め筋

幅止め筋

腹筋

D＜600 不要

600≦D＜900

900≦D＜1200

1200≦D

1200以上

2-D10 1段

4-D10 2段

D10@300以内

D13@300以内

腹　筋

幅止め筋 D10@1000以内で割り付ける

f 梁成の大きい場合（基礎梁）

やSRC造のあばら筋の納まり

に使用することができる。

1
8
0
°

曲
げ

( 6 ) 梁主筋の定着

直線定着1

外端部 内端部

最上階

一般階

90°フック付直線定着2

最上階

一般階

折曲げ定着3

最上階

一般階

プレート定着4

最上階

一般階

※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に

　プレート定着を用いてはならない。

※プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

　その工法の適用範囲と仕様を確認し、設計者に了承を

o/4 + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

o/4 + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。

L

2

1

C

　得ること。

かご筋または

やむを得ず曲げ下げ定着とする場合は、
設計者に了承を得ること。

拘束筋　 -D10@200

かご筋または
拘束筋　 -D10@200

L2

L2

L2

L2

L2
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D
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8
d
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d

※ ※

20d 20d

 o/4  o/4 o/2

o

La以上かつ

3/4・D以上

D

下端筋継手範囲上端筋継手範囲
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h
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"
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"
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D
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D
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段
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12d以上かつ3/4・D以上

L
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※1 o/4

20d 20d

※1  o/4

La

(3/4・D以上)

※1 o/4

20d

※1  o/4

La
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D
3/4・D1/4・D

D

 o

D

柱幅

L2

150以上

かつ8d以上

D2 e

D1

D

15d

L
1

1/4・D2 3/4・D2

D1

4
d

a

上端筋継手範囲

3/4・D以上（一段目）

L
2

L2

3/4・D

1/4・D

鉄筋コンクリート構造
配筋標準図(2)
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (3)
7.　小梁、片持梁

( 1 ) 定着 ( 1 ) 定着および継手

8.　床　版

9.　壁 ( 6 ) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

小梁の定着a

斜めでもよい

注) 設計図にカットオフ位置の
　　特記がない場合CL

斜めでもよい
下向きでもよい

小梁外端

(単独小梁両端)

連続端

小梁

正
　
面

正　面

補強あばら筋は、小梁主筋側

に必ず入れること。

平面図

段差小梁の配筋(連続端の場合)b

直線定着としてよい

小梁上端筋と同等の

あばら筋を配置

終端と同じ定着方法として、あばら筋にカの伝達主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

ハンチがない場合の有効せい

ハンチ

ハ
ン
チ
が
あ
る

段差部でハンチを設ける例

小梁

小梁筋の継手位置c

片持梁の定着d 注) 上端筋の柱内への定着は3/4・D以上とすること。

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

平面図立面図
下端筋位置迄
折り下げること

先端部 元端部

片待ち梁

8
d
以

上

片
待

梁
筋

曲
げ

下
げ

あばら筋
を入れる

先
端

小
梁

( a ) 先端部の範囲とカットオフ位置 ( b ) 先端小梁の定着

拘束筋　 -D10@200

大梁主筋

最上階

一般階

( d )隣接する梁がない場合で柱定着

大梁主筋

最上階

( c ) 隣接する梁がある場合で柱定着
　　又は、隣接する梁へ定着する場合

一般床スラブ(四辺固定)

STRP上に配置

D13
主筋
(上端)

肩筋D13以上

配力筋

(下端)
跳上げ止

D10

( 2 ) 屋根スラブの補強

※

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一a

※の個所(入隅)は各階補強する。b

径で

配筋の際かぶり厚に注意すること。

( 3 ) 片持床スラブ定着及び出隅部補強

片持床スラブ定着a

片持スラブ出隅部補強b

バーサポート
バーサポート

直線定着の場合は25d以上

注)L1は上端筋、L3は下端筋の定着長

一般床版配力筋
出隅部

出隅部分の補強筋

注 1≧ 2とする。

(出隅部分補強配筋) (出隅受け部配筋)

出隅受け部

注 1≧ 2とする。

直線定着の場合は25d以上

段差hがh＞D-

ハンチの検討をする。

( 4 ) 床版開口部の補強 (開口の径600以下程度の場合) (小開口が連続する場合)

D13

D13

D13

D13

※出隅受け部鉄筋は、

それぞれの方向の出隅部分

補強筋と同本数とし、

ハッチ部分に配置する。

出
隅

部
分

補
強

筋

(
出

隅
部

分
補

強
筋

は
計

算
に

よ
り

算
出

　
す

る
も

の
と

し
、

配
力

筋
の

間
に

　
必

要
本

数
を

配
す

る
こ

と
。

)

斜め補強筋

周囲補強筋

注) 設備の小開口が連続してあく場合
は縦、横、斜め補強筋とは別に開口
によって切断される鉄筋と同じ鉄
筋を開口をさけて補強する。
孔と孔のへりあき100以上

( 5 ) 床版段差

全断 全断

( 6 ) 土間コンクリート ( 7 ) 釜場
2-D16

D10-@150

2-D16
底盤と同配筋

底盤と同配筋
ST

腹筋

CL

注) t:底盤と同厚以上

D16
D13

軽作業の土間a

間仕切壁との交差部b

D10-@200

折曲D10-@200

D13

周　囲 斜め床版厚さD

1-D13D≦150

1-D13150＜D≦300

1-D16300＜D≦500

( 1 ) 定着

梁にa 柱に (平面図)b

150以上
かつ8d以上

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

横筋の配置は上下端
とも梁、又は床面に
一段目を配置する。

床に (非耐力壁とスラブが取り合う場合)c

D13

D13

スラブに上端筋がある場合

受筋D10

D13

スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じイ

受筋D10 イ

イ

D13

壁と壁(平面図)d

D13 D13 2-D13以上 2-D13以上

ダブル配筋シングル配筋

( 2 ) スリット部

( 3 ) 手摺、パラペット

(設計図に記入のあるとき)

完全スリット シーリング材使用(耐火構造用目地材)

D10@400程度(防錆処理を施す)

柱

tは階高の1/100程度

パラペット

タテD13@200ダブル

ヨコD10@200ダブル

D13

D10@200 手摺

D13

D13

(但し、H＞800以上の場合、設計図による)

( 4 ) コンクリートブロック帳壁 ( 5 ) 耐震壁端部の納まり

一般の場合

D13

D10@400
D10@600

:鉄筋径および間隔は壁筋と同径、同ピッチ以上とし、
 壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。
 壁筋にフックを設けない場合のLはL2とする。

注) ho≦25t かつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注) hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注) 継手部は必ずモルタルを充填すること

D13

補強筋

EW

EW

EW

最上階

最下階

補強筋 EW

注) 補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル
　　　　　　EW180～200の場合4-D13@100シングル
　　　　　　EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

10.　柱、梁増打コンクリート補強

( 1 ) 柱

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

※

※a≦D/10かつa≦200

a及びa'≦200 ●印は補強筋を示す

( 2 ) 梁

11.　梁貫通孔補強

( 1 ) 設置可能範囲

(開口補強筋については計算により確認し、設計者に承認を得ること)

●印は補強筋を示す

a≦200

補強筋

補強筋 補強筋

あばら補強筋

a≦D/7 かつ a≦200

あ
ば

ら
補

強
筋

D10
巾止メ筋

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

●ハッチ部分の面積 A cm

補強タテ筋

3-D16

A＜500

4-D16

500≦A＜1000

●200以上の増打ちは図示による。

●増打ち70以下は補強なし。

●※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

●補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16
　以上)とする。

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
　とする。

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

●B≧400の場合は補強筋を3本とする。

●梁下端増打コンクリートの場合も上端
　増打コンクリート補強と同様とする。

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

●200以上の増打ちは図示による。

●増打ち70以下は補強なし。

梁端部(スパン /10以内かつ2D以内)は原則として避ける

望ましい範囲

貫通孔が連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

( 2 ) 既製品 (指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

　製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を設計者に提出する事。

θ=45°

θ=45°

L1

L1

かつL2以上

D
2
-B

2
となる場合には

=1500とし、上端筋の上に配筋する。

2

場
合
の
有
効
せ
い

LC

LC

同径同ピッチ
スラブ筋と

2-D16

2-D16

D10@
 200

斜め補強筋とは別に開口

によって切断される鉄筋

と同径、同本数の鉄筋を

開口横に配筋する。

上端筋の継手位置

L3h

又はLa

L2

L2
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鉄筋コンクリート構造
配筋標準図(3)



－ Ｓ－05鉄骨構造標準図(1)

※

※

※ ※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※



－ Ｓ－06鉄骨構造標準図(2)



－ Ｓ－07
ベースパック柱脚工法

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(
e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有

資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )２

295

STKR400

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a
2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d

異形部

呼び名

呼び

d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部

呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710 ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2018年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚

T(mm)

溶接

方法

ア

ク
｜

溶

接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆

被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接

姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差(上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差)を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

32≦t≦50

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

(N/mm  )
2

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

5
0

J
3
0

以
上

90

h
寸

法

W

5
0

50x

W

J
3
0

以
上

90

h
寸

法

a

t

d

l1
l
2

l
3

l
2

l1

a

a

t

l1 l1

l
1

l
1

l
2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

5
0

50
W

6
5

50 50W

5
0

50
W

基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
9
0
以

上

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g
1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g
1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
2

(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
2

(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )
2

iii) 特Cタイプ

50 50W

5
0

50
W

76

76

適用

適用

5
0

50x

W

J
3
0

以
上

90

h
寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

※フラックス入りワイヤによるCO ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。2

※

設計・施工標準図



－ Ｓ－08－1
ＱＬデッキ合成スラブ
設計・施工標準（参考図）

単位（ｍ）

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）
2.28

2.42
(2.42)

2.64
(2.64)

2.26
2.39
(2.39)

2.61
(2.61)

2.24
2.37

(2.37)
2.59
(2.59)

2.22
2.35
(2.35)

2.57
(2.57)

2.20
2.33
(2.33)

2.54
(2.54)

2連続 3.06
3.24

(3.24)
3.54
(3.54)

3.03
3.21
(3.20)

3.51
(3.51)

3.01
3.18

(3.15)
3.47
(3.47)

2.98
3.15
(3.11)

3.44
(3.44)

2.95
3.12
(3.07)

3.41
(3.41)

3連続 2.82
2.99

(2.99)
3.26
(3.26)

2.80
2.96
(2.96)

3.23
(3.23)

2.77
2.93

(2.93)
3.20
(3.20)

2.75
2.91
(2.91)

3.17
(3.17)

2.72
2.88
(2.88)

3.15
(3.15)

単純
（内法）

3.01
3.18

(3.18)
3.48
(3.48)

2.98
3.15
(3.15)

3.45
(3.45)

2.96
3.13

(3.13)
3.42
(3.42)

2.93
3.10
(3.10)

3.39
(3.39)

2.91
3.07
(3.07)

3.37
(3.37)

2連続 3.58
3.91

(3.67)
4.18
(4.18)

3.54
3.88
(3.62)

4.15
(4.15)

3.49
3.83

(3.58)
4.13
(4.13)

3.44
3.78
(3.53)

4.10
(4.10)

3.40
3.73
(3.49)

4.07
(4.07)

3連続 3.50
3.68

(3.68)
3.93
(3.93)

3.47
3.65
(3.65)

3.91
(3.91)

3.44
3.63

(3.63)
3.88
(3.88)

3.41
3.60
(3.60)

3.86
(3.86)

3.38
3.58
(3.58)

3.83
(3.83)

QL75

支
持
条
件

コンクリート厚(mm)
板厚(mm)

QL50

80 85 90 95 100

耐火仕様②ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

耐火補強筋不要仕様

2

2

2

*2

2

2

2

2

2

□

3

D

D

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2

注1：普通コンクリート(単位重量24.0kN/m3)、表面処理が亜鉛めっきの場合
注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。



－ Ｓ－08－2
設計・施工標準（参考図）

　 EZ50

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

EZ75

EZ50

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

75

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。
 SPW ︓ 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

　 普通      

　 18       

　 70       
　 95       

　φ6-150 

　 D10-200 　

　 SEｽﾍﾟｰｻｰ       
   ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ       

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

種 類 注     記

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

600

600

50

EZ50
ｽｰパｰE

設計基準強度 (N/mm )

改訂︓2025年7月

1.   設　　　　計

　 びょう打ち

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工

コンクリ－ト打設
（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。
溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与
（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。
（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる（図６）
（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（6.開口部補強を参照。）

養　生9

5

8

7

開口部補強6

（図６）

50mm以上

のうち大きい値以上

溶接金網又は異形鉄筋
（図５） 30

（図５）

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

EZ50

敷込み・仮止め
（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図２）

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。
（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（図３）

4

3

2

割付け計画1

ﾋﾟｯﾁ 焼抜き栓溶接又は
発射打込みびょう

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー︓日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

大梁

デッキ山部
ヤで傷つけないようにする。

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

（150mm以上）
200mm以上

寸法はφ6-150x150を示す
横筋

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

30mm
溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ

30mm

スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>
重ね代45d以上

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

注︓合成スラブの補強として、

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。
イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう
溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー︓

梁耐火被覆

耐火補強筋
50mm以上D13

又は頭付きスタッド
150mm以上

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

耐火補強筋
D13 50mm以上

壁
又は頭付きスタッド

150mm以上

耐火補強筋︓D13
（デッキ各溝）

40

30

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

(3)建物外周部デッキ幅方向

又は頭付きスタッド
焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

(9)耐火補強筋の納まり（FP120FL-9114,FP060FL-9102）

梁耐火被覆

溶接金網又は

小口ふさぎ

デッキ受材

(7)デッキ長手方向梁継手部
コンクリート

(8)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等

梁耐火被覆

現場切断
（幅調整板）

ａ－ａ断面図
FB65x6等
ﾃﾞｯｷ受材

ｺﾝｸﾘｰﾄ

デッキ受材
FB65x6等

デッキ
現場切断

柱

溶接金網又は
異形鉄筋

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ
発射打込みびょう

(5)デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

200mm以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(6)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

50mm以上

コンクリート

小口ふさぎ

50mm

(1)建物外周部デッキ長手方向

壁
コンクリート 発射打込みびょう

小口ふさぎ

梁耐火被覆

(2)建物外周部デッキ幅方向

壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド
焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

ピッチ1.0m以下

mm

mm

６.    開  口  部  補  強　(例)

3

D22 or 2-D16

・定着長さ︔開口端より40D以上

・記号　ａ︔耐力補強筋（上下端）
　　　　ｂ︔開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ︔開口補強、D10以上

M
ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積

　　増加曲げモーメント

　　　　ｄ︔耐火補強筋、D13以上

Ｍ︔開口によって生じる隣接スラブの

W

ｂ

Ｌ

≧40D

ａｃ

ａｔ＝ｃ
ｂ

≧40D
ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　︔30mm以上

≧40D

ａ

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。
耐火補強筋

ａt又はａdの大きい方

ａ︔かぶり30mm以上

ｄ

ｂ

開口（Ｗ）

ｃａ
ａ

ｃ ｂ
　　・耐火補強筋　ｄ︔

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｎ ︓ 切断された耐火補強筋の本数
ａd ︓ 所要鉄筋サイズ

n

ａd

1

D16

2

D19

ｄ

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続
支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキ長手方向を示すものとする。）

を切断

１．開口が独立している場合

W≦600mm

ａ︔W,L≦300の場合はD16

ｃ︔D10（上端）

ｃ

ａ）φ150mm程度
ｃ

ｃ

ｃ

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ︔D10（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｂ︔D13（上端）、ｃ︔D10（上端）
ａ︔D13（上・下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

b

b

ａ

ｃ

イ）開口間の内法寸法>３x開口径
ａ）φ150mm程度

ｃ ｃ

２．開口が連続している場合
ｂ）開口群

ｃ

ｃ

ｃ

L≦

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

溶接金網又は溶接金網又は

鉄骨梁 50
30

30

40

150

コンクリート

スパン

耐火補強筋

スパン

ｺﾝｸﾘｰﾄ

合成デッキ

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

40

30

150

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

鉄骨梁 50

30

耐火補強筋

スパン

溶接金網又は
（普通・軽量）
ｺﾝｸﾘｰﾄ

50 30

150

（鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁鉄骨梁

＊梁の耐火被覆は

150

鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は

鉄骨梁
50

支持条件 許容ｽﾊﾟﾝ
(m)

許容荷重
(kN/m )

品名 コンクリート ひび割れ
拡大防止筋

普通95以上
軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通95以上
軽量90以上

普通95以上

軽量85以上
普通90以上

軽量85以上
普通80以上

軽量80以上

普通80以上
軽量80以上

3.6 以下 4.4 普通90以上

普通80以上
軽量80以上

普通80以上

軽量80以上
<式１>
<式２>

※注意

認定条件

W = 5.4×(2.7/L)2

W = 5.4×(3.4/L)2
　（注）式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m 2 )，「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。
　　　　　また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

　 床２時間

　 床１時間

FP060FL
EZ50

単純支持
2.7 以下 <式１>

EZ753.4 以下 <式２>

FP060FL

EZ50

連続支持

3.4 以下 ＜式２＞

3.0 以下

EZ75

3.4 以下

FP120FL
EZ50

単純支持
2.7 以下 ＜式１＞

EZ75

2.7 以下
100x100

または

200x2003.4 以下

＜式１＞ EZ50

EZ75

耐火区分

FP120FL 連続支持

使用条件 断面仕様

5.43.6 以下

＜式２＞

認定番号

2 厚さ(mm)

-9108

-9114

-9096

-9102

φ6-

D10-

200x200
D10-

100x100
または

200x200
D10-

φ6-

D10-
200x200

または

φ6-
150x150

D10-
200x200

または
150x150
φ6-

○

（普通・軽量）

D13 異形鉄筋

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

必要に応じて行う。

（普通・軽量）

D13 異形鉄筋

異形鉄筋

それ以外はD22（上下端）

*3 許容スパンは，鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の

は異形鉄筋

900mm

ｂ）□300程度 c）□600x900程度

□600x900程度の開口部と

ｂ︔D13(上端)、ｃ︔D10(上端)

175 125

180 120

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

Ｅデッキ Ｅデッキ
スーパー Ｅデッキ

スーパー

スーパー
Ｅデッキ スーパー

Ｅデッキ

Ｅデッキ
スーパー

Ｅデッキ
スーパー

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。
★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ｃ︔D10（上端）

ａ︔D16（上下端）
ｂ︔D13（上端）

b

ｃ︔D10（上端）

ａ︔D22（上下端）
ｂ︔D13（上端）

b

ｃ
b

ａ
ｃ

ａ

b

ａ
ｃ ｃ

ａ

（イ，ロ共通）

＜式２＞

＜式１＞

200x200

100x100
または

D10-

φ6-

125 175

115 185

-
-○
-○
-○
-○
-○
○○
-○
○○
-○
-○
-○
-○
-○

-○

○○
-○
○○
-○

はり構造

S造 RC造
SRC造

　　条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

*5 鉄筋比は０．２％以上としなければならないので，同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。
*4 許容荷重は，全荷重（固定荷重+積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

*7 スパンが３．４ｍを超える場合は，梁との接合を頭付きスタッド（径１６ｍｍ以上，ピッチ３００ｍｍ以下）を使用すること。
*8 耐火補強筋（Ｄ１３）をデッキプレートの各溝中央にかぶり４０ｍｍで配すること。

　　ただし，耐火補強筋（*6 参照）を用いる場合は端部補強筋は不要。
*6 デッキプレートの梁へののみ込み代を３０ｍｍ以上とすること。端部補強（Ｄ１３以上，Ｌ＝１ｍ）を梁への定着長さ１５０ｍｍで配すること。

*9 この耐火条件に適合しない場合は，FP060FL-9128あるいはFP120FL-9129（吹付けﾛｯｸｳｰﾙ被覆耐火構造）を適用すること。

2

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）
P１　＝　ｑ　／　Qm　x　1000

(特記)[　　　　]mm、下式による。

ｑ︓１箇所当りの短期せん断耐力
Qm︓１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（P）︓特記無き限り600mm以下とする。

（単位︓Ｎ）
1.2mm
4,000打込みびょう

デッキ板厚
5,300
1.6mm

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

7,350

1.2mmデッキ板厚

SPW

1.6mm

11,025

（単位︓Ｎ）溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接　電圧（V）
アークタイム（sec）

溶接径（mm）

接

件
条

準
溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

18 以上

8〜12

6 以上

190〜230

1.2〜1.6

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

*3 *4 *6*5

*7

*8

*8

*7

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」
(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕
様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業
会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」日鉄デッキプレート
カタログ及び設計・施工便覧による。

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキプレート幅方向 デッキプレート長手方向　溶接ピッチ（P）

溶接方法項目

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3︓2までとする。

　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り) 　 耐火要求なし

※スペーサーの取り扱いはしておりません。
各メーカーへ問合せしてください。

梁耐火被覆

スパン

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方
※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（図２）

スーパーＥデッキ EZ50，EZ75 デッキ合成スラブ 設計･施工標準仕様書
タイプ

A

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所

（小梁） 各谷1箇所

中間1箇所
［ ］箇所 ［ ］箇所

（ｅ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

板厚および表面処理 表面処理
1.2

1.6

b

b

ａ
ｃ ｃ

ａ
ｃ ｃ

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

開口補強（ｃ︔D10）は行う。

仮想開口

ｃ

ｃ

防錆を目的とした塗装品
*2 デッキプレート裏面に一時
*1 JIS G3352
（注）

板厚 (mm)

なし
塗装
めっき
なし
塗装
めっき

仕様

*2

*2

Z12

種類の記号 *1
SDP1T

SDP2

SDP2G

SDP2GZ27 [　　　]   

Z12 Z27 [　　　]   

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。
特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す

※許容スパンは日鉄ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄｶﾀﾛｸﾞ等を参照。

　  EZ75  

　 軽量１種     　 軽量２種

　 21      

　 80      　 85      　 90
　 100     　 [          ]

  φ6-100  　 [                  ]

　 [                             ]

　 SEﾊﾝｶﾞｰ
 　 小口ﾌｻｷﾞ

（接合部で幅調整をしてはならない。）

　 24      

＊１

＊１

＊1 溶接方法等は合成スラブ工業会Ｑ＆Ａを参照 ＊1 溶接方法等は合成スラブ工業会Ｑ＆Ａを参照

＊１

＊1 溶接方法等は合成スラブ工業会Ｑ＆Ａを参照

デッキプレート形状・寸法 システム部品
e-works+開口緩和（EZ50 EZ75）　BCJ評定-ST0076-08　※詳細は別紙 開口緩和標準仕様書を参照

4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

30mm
梁へ定着:150mm以上

又はSRC梁
RC梁

エンクロデッキの
150mm以上

<デッキプレート長手方向>

異形鉄筋

梁にのみ込み:30mm

耐火補強筋 D13

スーパーＥデッキ

溶接金網又は

30mm

30

普通コンクリート

プレート
デッキ

梁型枠

小口ふさぎ
釘打

場合の納まり

mm

30

40

耐火補強筋

<デッキプレート幅方向>

RC梁 又は SRC梁

10mm以上
スーパーＥデッキ

溶接金網又は異形鉄筋
普通コンクリート

13（デッキ各溝）

mm

mm

5.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

・大梁上の補強（例）

５．早期に載荷したり、振動を与えない。
４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。
３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。
２．溶接金網は、所定の位置に配する。
１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点
３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)
１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

例)補強筋 D10@200

デッキプレート

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

(4)建物内部デッキ長手方向

施工時

デッキプレートと
幅調整板を溶接等で

結合する
焼抜き栓溶接又は

※頭付きスタッドを
用いる場合は不要

幅調整板



－ Ｓ－08－3
設計・施工標準（参考図）

設　　　計

材

料

接

合

かつ９８００Ｎ／㎡以下

かつ９８００Ｎ／㎡以下

かつ９８００Ｎ／㎡以下

かつ９８００Ｎ／㎡以下

５４００Ｎ／㎡以下

かつ９８００Ｎ／㎡以下

かつ９８００Ｎ／㎡以下

かつ９８００Ｎ／㎡以下

５４００Ｎ／㎡以下

４４００Ｎ／㎡以下

耐　火　構　造

施　　　工

許容積載荷重算定式

許容積載荷重算定式



既存建物
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(-60) 屋根勾配を示す
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柱
 面

柱
 面

柱 面

柱 面

EXP.J

柱
 
面

柱
 
面

柱 面

柱 面

EXP.J

水平ブレース 1-M20

柱
 面

柱
 面

柱 面

柱 面

EXP.J

ALC t=100

水平ブレース 1-M20

水平ブレース 1-M12

EXP.J

工　　法：杭リスト参照

杭 仕 様

・杭施工後、杭偏心距離の実測を行い、コンピューターにて再計算する。

1 2

A

B

YA3

1 2

A

B

YA3

XA22 XA23

1 2

A

B

YA3

XA22 XA23

1 2

A

B

YA3

XA22 XA23

A

B

YA3

1 2XA22 XA23

基礎地中梁伏図

２階梁伏図 Ｒ階梁伏図杭伏図

３階梁伏図

F1 F1

F1 F1

F1 F1

F1 F1

Q1x1 Q1x1

Q1x1 Q1x1

C1 C1

C2 C2

EP12

EP12

EP12

EP12

EP12

EP15 EP15

EP12

C1

C2 C2

EP15EP15

EP12

EP12

EP12

EP12

C1

EP12

EP12

C1

C2 C2

EP15EP15

EP12

EP12

EP12

C1

EP12 EP12

EP12

FC1 FC1

FC2 FC2

G11

G11

C
G1

G
1

C
G1

G
1

G11

G11

CG
2

G1

CG
2

G1

G11

G11

CG
3

G
1

C
G3

G1

B2(-160)

B2(-160)

B2(-160)

FG11

FG12

FG
1

FG
1

B1

B1

B1

B3(-390)

EV

EV
FS1

CS1

(-1250)

工事名称

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事
特
記
事
項

特
記
事
項

特
記
事
項

図

面

名

縮 図

面

番

尺 号

Ｓ－09

設計年月日

伏図

令和　７年　　月　　日 設計年月日 令和　　年　　月　　日 設計年月日 令和　　年　　月　　日

      は、主筋方向を示す。

[注記]特記なき限り下記による。

（　）内寸法は、SLとの高低差を示す。

構造図は、見下げ図とする。

1SLは、GL+470とする。

1FLは、SL+30とする。

地中梁天端は、GL-200とする。

１.

２.

３.

４.

５.

６.

A3 1:100
A1 1: 50

　　　は合成床スラブデッキプレート(H=50,t=1.2)方向を示す。

[注記]特記なき限り下記による。

（　）内寸法は、STLとの高低差を示す。

梁レベルは、STL±0(2FL-160)とする。

構造図は、見上げ図とする。

[注記]特記なき限り下記による。

１.

２.

３.

４.

１.

２.

３.

A3 1:100
A1 1: 50

A3 1:100
A1 1: 50

１. 　　　は、杭芯を示す。

[注記]特記なき限り下記による。

A3 1:100

２. 特記なき杭天端は、GL-1,500とする。

A1 1: 50

　　　は合成床スラブデッキプレート(H=50,t=1.2)方向を示す。

[注記]特記なき限り下記による。

（　）内寸法は、STLとの高低差を示す。

梁レベルは、STL±0(3FL-160)とする。

構造図は、見上げ図とする。

１.

２.

３.

４.

A3 1:100
A1 1: 50

（　）内寸法は、STLとの高低差を示す。

梁レベルは、STL±0とする。

構造図は、見上げ図とする。

P1P1

P1 P1

P1P1

Ａ１  1:50

Ａ３ 1:100



Ｓ－10軸組図

[注記]特記なき限り下記による。

１.

２.

JOINTは、柱芯より600mmとする。

Ａ通り軸組図

[注記]特記なき限り下記による。

１.

２.

JOINTは、柱芯より600mmとする。

１通り軸組図

[注記]特記なき限り下記による。

１.

２.

JOINTは、柱芯より600mmとする。

２通り軸組図

[注記]特記なき限り下記による。

１.

２.

JOINTは、柱芯より600mmとする。

Ｂ通り軸組図
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A3 1:100
A1  1:50

A3 1:100
A1  1:50

A3 1:100
A1  1:50

A3 1:100
A1  1:50

Ａ１  1:50

Ａ３ 1:100

　　　は、コンクリート増し打ち範囲を示す。 　　　は、コンクリート増し打ち範囲を示す。 　　　は、コンクリート増し打ち範囲を示す。 　　　は、コンクリート増し打ち範囲を示す。
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千葉市都市局建築部営繕課

位置

断面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹筋

符号 FG1
全断面

FG11
全断面

FG12
全断面

5

5

650x1200

 5-D22

 5-D22

-D13 @200

 6-D13

4

4

445x1200

 4-D22

 4-D22

-D13 @200

 6-D13

4

4

525x1200

 4-D22

 4-D22

-D13 @200

 6-D13

設計GL

断面

Dx x Dy

主筋

HOOP

符 号 FC1 FC2

650x650

-D13 @100

650x650

-D13 @100

12-D1912-D19

柱　脚
ベースパック

25-12V

ベースパック

25-09V

4

4

4

4

符　　号 厚　　さ
位

置
短辺(主筋)方向配筋

上 D16@200

下
600FS1

200CS1

D16@200

D13@200

D13@200

D16@200

D16@200

D10@200

D10@200

上

下

長辺方向配筋

杭頭補強筋8-D19

F1
設計GL

2-D13

杭仕様

杭工法

符　号

杭本体径(Dp)x厚さ

杭本体鋼材規格

先端羽根部径(Dw)x厚さ

翼部鋼材規格

杭長

長期支持力

短期許容引抜力

本　数

認定番号

上杭　　　　(mm)

下杭　　　(mm)

　　　　  　(mm)

　　　　  　(mm)

上杭　　　　(m)

下杭　　  　(m)

全長　　  　(m)

　　　　  　(kN/本)

　　　　  　(kN/本)

先端羽根付き鋼管杭

EAZET工法 アルファフォースパイルⅡ工法 ｅ-pile next工法

267.4 x 12.7 267.4 x 12.7 267.4 x 12.7

267.4 x 8.0 267.4 x 8.0(16.0) 267.4 x 8.0(12.7)

STK490 STK490 STK490

(  )内は羽根部鋼管厚 (  )内は羽根部鋼管厚

800 x 36 810 x 40 800 x 32

SM490A SM490A SM490A

6.0 6.0

6.0 6.0

12.0 12.0 12.0

470 480 470

150 270 290

4 4 4

TACP-0635 TACP-0558 TACP-0641,評FD540-02

註:継手の溶接は現場自動溶接ロボット工法とする。

6.0

6.0

Q1 Q1 Q1

地中梁リスト

柱型リスト

床リスト

基礎筋端部おさまり詳細図

杭頭補強筋基礎詳細図

杭 リ ス ト

工事名称

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事
特
記
事
項

特
記
事
項

特
記
事
項

図

面

名

縮 図

面

番

尺 号

Ｓ－11

設計年月日

ＲＣ部材リスト

令和　７年　　月　　日 設計年月日 令和　　年　　月　　日 設計年月日 令和　　年　　月　　日

１. 巾止め筋は、D10@1000とする。

A3 1:60
A1 1:30

A3 1:60
A1 1:30

A3 1:60
A1 1:30

A3 1:60
A1 1:30

A3 1:60
A1 1:30

Ａ１ 1:30

Ａ３ 1:60



Ｓ－12鉄骨部材リスト

3

2

1

階 符　号 C1 C2

□-250x250x12

□-250x250x9

□-250x250x9

□-250x250x9

□-250x250x9

□-250x250x9

※ダイヤフラム厚は、下記による

　１.裏当て使用の場合、最大フランジ厚+6mm以上

　２.裏ハツリ溶接及び内ダイヤフラムの場合、

　３.通しダイヤフラムはSN490Cとする

　４.内ダイヤフラムはSN400Bとする

断　面

鉄　骨

断　面

鉄　骨

断　面

鉄　骨

柱　脚
ベースパック

25-12V

ベースパック

25-09V

　　 柱に集まる大梁の最大フランジ厚+2mm以上

１. 材質は、BCR295とする。
柱リスト A3 1:60

A1 1:30

位置

断面

鉄骨

R

位置

断面

鉄骨

3

位置

断面

鉄骨

2

階 符号 G1

全断面

全断面

全断面

G11

全断面

全断面

全断面

H-340x250x9x14

H-294x200x8x12

H-244x175x7x11

H-340x250x9x14

H-294x200x8x12

H-244x175x7x11

１. 材質は、SS400とする。
大梁リスト A3 1:60

A1 1:30

H-300x150x6.5x9

6-M16

16-M16

断　　　面

主　　　材

SPL

HTB

SPL

HTB
ウェブ

フランジ

１．材質はSS400とする

H-350x175x7x11

6-M206-M20

16-M20

2PL-9x150x290

4PL-9x60x290

2PL-6x200x170

2PL-9x175x290

4PL-9x70x290

2PL-6x260x170

大梁継手リスト A1 1:30
A3 1:60

材　　質

SS400 SS400

２. 特記なきボルトは、HTB(S10T)とする

9
0

1
5
0

290

60
40
10
14040
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0
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0
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0
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0

4
0

170
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80
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14040

2
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0

9
0
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4
0

4
0

3
5
0

170
4040
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80

H-250x125x6x9

24-M16

8-M16

2PL-12x125x410

2PL-6x170x290

SS400

7
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2
5

410
40 60

4010
200

1
7
0

9
0

4
0

4
0

2
5
0

290

60
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10
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60

H-340x250x9x14

12-M20

32-M20

H-294x200x8x12

24-M20

6-M20

H-244x175x7x11

16-M20

4-M20

2PL-9x175x290

4PL-9x70x290

2PL-9x140x170

2PL-9x200x410

4PL-9x80x410

2PL-9x200x170

2PL-12x250x530

4PL-12x100x530

2PL-9x200x290

SS400 SS400 SS400

1
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290
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14040

断　　　面

主　　　材

SPL

HTB

SPL

HTB
ウェブ

フランジ

材　　質

記  号 形状寸法 仕  口 備  考

H-350x175x7x11 剛接とするCG1

山上・普通コンクリート80デッキプレート 合成スラブ用 H=50,t=1.2

H-250x125x6x9 PL-9,3-M16B1

部材リスト
１. 材質はSS400とする

２. 特記なきボルトは、HTB(S10T)とする

H-150x150x7x10 PL-9,2-M16B2 エレベーター設置用小梁

H-300x150x6.5x9 剛接とするCG2

H-250x125x6x9 剛接とするCG3

(JIS A5540-5542)水平ブレース 1-M20

H-150x150x7x10 PL-9,2-M20EP15

H-125x125x6.5x9 PL-9,2-M16EP12

３.中ボルトは戻り止めの措置を行う事

　（二重ナットまたは、スプリングワッシャーを用いる事とする。）

□-100x100x4.5 CT-125x125x6x9,2-M16P1

H-200x100x5.5x8 PL-6,2-M16B3

(JIS A5540-5542)水平ブレース 1-M12

H-250x125x6x9

PL-9

3-M16

4
0

4
0

6
06
0

10 80

40 40

H-150x150x7x10

PL-9

2-M16

4
0

4
0

10 140

40 60 40

B2

ボルト群の芯は、

小梁の中心と合わせる。

ボルト群芯

－

－

凡　例

－

１. 材質はSS400とする

２. 特記なきボルトは、HTB(S10T)とする小梁取付図 A1 1:30
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図示 Ｓ－13雑詳細図
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図示 Ｓ－15地盤断面図
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－ Ｓ－16－1
スクリューパイルEAZET
設計施工標準（参考図）

           粘土質地盤                       TACP-0636

Ra =   {α Ｎ Ap + (β Ｎs Ls + γ qu Lc) Ψ} (kN)・・・・(i)

2）最大施工深さ（ｍ）

3）適用する建築物の規模

   　床面積の合計が500,000㎡以下の建築物

【EAZET（イーゼット）の構造・規格】

Dw

Do

ts

部材 規格

杭本体部
JIS G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管　　STK400、STK490

杭先端部 JIS G 3106  溶接構造用圧延鋼材　　SM490A

杭本体部 杭先端羽根部

径

Do(mm)

114.3 300 16

350 19

165.2
350 16

450 22

190.7

400 19

500 22

570 25

216.3

470 22

550 25

600 28

650 28

267.4

580 28

650 28

700 28

36

318.5

355.6

1.関東・甲信越・東北地区向け杭材仕様

※1：Ｎ値45まで限定。ただし、下杭の厚さをt=12.7mmとする場合は、Ｎ値50まで採用可能 

800 32

750 32

800 32

※<　>の仕様は準標準材です。ご検討される場合は弊社担当までお問い合わせください。

STK400

厚 t(mm)

<6.0>

7.9 12.7

7.1

7.0

8.2

12.7

STK490

<6.6>

スクリューパイルEAZET（イーゼット）設計施工標準（関東・甲信越地区・東北地区）
・本掲載内容及び仕様については、予告なしに変更することがあります。

1.件名

　先端羽根付き鋼管杭　　スクリューパイルＥＡＺＥＴ

2.本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期ならびに

　短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

2）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

ここで、（i）,（ii）式において、

　　ただし、基礎ぐいの先端地盤が砂質地盤（礫質地盤含む）の場合は 15≦Ｎ

Ap：基礎ぐいの先端の有効断面積（㎡）

Ap = A ・e

  e：有効面積率（e＝0.5)

D D  A ：くい先端平面積　A  = π・Dw²/4（㎡）

　　ただし、0＜Ｎsとし、30を超える場合は30とする。なお、Ｎs値が0の場合、

 　周面摩擦力を考慮しない。

qu：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）

　　ただし、0＜quとし、200を超える場合は200を上限とする。なお、qu値が0

　 の場合、周面摩擦力を考慮しない。

Ls：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

Lc：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

Ψ：基礎ぐいの周囲の有効長さ（ｍ）

  Ψ = π・Do

    Do：くい本体部径（ｍ）

3.くい材から決まる許容鉛直支持力

Ra ：くい材から決まる長期許容鉛直支持力（kN）

　fe ：くい材の長期許容応力度（＝ F  /1.5）

F  ：設計基準強度（N/mm²）

= F・(0.80 + 2.5te / r)かつ F  ≦Ｆ

Ｆ：くい材の許容応力度を決定する場合の基準値

 （STK400→235N/mm²、STK490→325N/mm²、SEAH590[STKT590]→440N/mm²）

te：腐食しろを除いた鋼管の肉厚(mm)

r ：鋼管の半径(mm)

Ae：腐食しろを考慮したくい材の有効断面積（mm²）

4.適用範囲

1）適用する地盤の種類

基礎ぐいの先端付近の地盤：

           砂質地盤（礫質地盤含む）         TACP-0635

基礎ぐいの周囲の地盤：砂質地盤及び粘土質地盤

-3

【許容支持力および適用範囲】

　 とし、60を超える場合は60を上限とする。

　　また、基礎ぐいの先端地盤が粘土質地盤の場合は 12≦Ｎとし、60を超える

※

F ※ ※

※

 Ra  = fe・Ae×102

D

MSTL-0419 国土交通大臣認定 基礎ぐい用高張力鋼管　SEAH590[STKT590]

・引抜き評定適用時の許容支持力及び適用範囲については別途カタログをご参照ください。

SM490A

700 28

8.0

12.7

<8.0>

<12.7>

750 28

2

1
3

Ra =   {α Ｎ Ap + (β Ｎs Ls + γ qu Lc) Ψ} (kN)・・・・(ii)
2
3

掘削爪

掘削刃

【基礎とフーチング形状例】

※ Dw：杭先端羽根部径　　Do：杭本体部径

A：杭心間隔 B：へりあき

Dw ＋ Do 1.25 × Do

B B

B
B

B BA

B
B

A

B A B

B
0
.
8
7
・

A
B

B BA

B
B

A

B B0.87A

B
A

A
B

A

　 場合は60を上限とする。

γ：基礎ぐいの周囲の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち　　

粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（γqu＝15を満たすγ）

β：基礎ぐいの周囲の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち　　

砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数（βＮs＝15を満たすβ）

α：基礎ぐいの先端付近の地盤（地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に

 　おけるくい先端支持力係数（α＝300）

Ｎs：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均

     値（回）

Ｎ：基礎ぐいの先端付近(くい先端位置より下方に1Dw（Dw：羽根の直径）、上方に　　

1Dwの範囲）の地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）

杭の長さ

　  （L）
周面摩擦力を
考慮する長さ
　　（Lf）

1Dw

1Dw

平均Ｎ値（Ｎ）

の算定区間

支持層根入れ
0.5Dw以上

支持層

杭本体部径 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4 318.5 355.6

先端砂質地盤

（礫質地盤）
14.8 18.1 21.4 24.7 28.1 34.7 41.4 46.2

先端粘土質地盤 14.8 18.1 21.4 24.7 28.1 34.7 41.0 45.8

406.4

51.3

-

406.4 -
<19.0>

<7.9> <12.7> 800 28

880 32

径
Dw(mm)

厚

ts(mm)
材質

SEAH590
[STKT590]

-

-

-

-

-

800 ※1

-

- -139.8

<16.0>

7.9 12.7

- -

-

-

-

-

-

-

旭化成建材株式会社

【施工管理項目一覧】

名称 認定番号 取得年月日

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET） TACP-0635 令和4年2月7日
（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））

先端羽根付き鋼管杭（名称：スクリューパイルEAZET） TACP-0636 令和4年2月7日
（先端地盤：粘土質地盤）

国土交通大臣認定

件名 番号 取得年月日

鋼管くいに用いる無溶接継手（クリッパー式継手）

一般財団法人 日本建築センター評定

【EAZET（イーゼット）取得済認定、公的評価】

件名 認定区分 番号 取得年月日

スクリューパイルEAZET工法における
引抜き方向の許容支持力 一般評定

一般財団法人 ベターリビング評定

鋼管杭に用いる接続プレート・嵌合方式無溶接継手

件名

スクリューパイルEAZET工法による
基礎ぐいの引抜き方向の地盤の許容支持力

一般財団法人 日本建築センター評定

（先端地盤：粘土質地盤）

番号 取得年月日

BCJ評定-FD0579-02 令和5年4月14日

(ＡＫジョイント）

（先端地盤：砂質地盤礫質地盤を含む）

工　程 管理項目 管理方法 管　理　値

・支持層に0.5Dw以上

かつ設計時に設定された根入れ

長さ以上

・異常なアンダーカット、ピッ

ト、割れがないこと

・杭径、杭長、肉厚、羽根径、

羽根厚に誤りがないこと

・継手部に異常がないこと

・施工回転トルクの変化傾向

・地盤調査データのN値の推移

・施工回転トルクの管理目標値

・傾斜　1/100以内

  ※気泡が中央にあること

・回転貫入量の管理値による

・偏心量±2㎝以内

・杭体のねじり強さ以内

・ピンテールの破断、ボルト余

長はネジ山２山以上

・マーキングのずれ

・締付トルク　90N・ｍ±10％

・締付トルク 180N・ｍ±10％

・マーキングのずれ

・±10㎝以内

・傾斜　1/100以内

  ※気泡が中央にあること

・搬入時に測定検査

・搬入時に目視確認

・逃げ心棒にて測定

・水準器で確認

・施工機械の管理装置

 （トルク計）

・水準器で確認

・目視により確認

・トルクレンチによる

・シャーレンチによる

・マーキングで確認

・トルクレンチによる

・マーキングで確認

・施工機械のトルク計

・施工機械の深度計

・専用用紙に記録する

・逃げ心棒にて測定偏心量

回転貫入量

根入れ長さ

支持層到達確認

締め忘れ防止

本締めトルク

一次締付けトルク

共廻り防止

本締め

一次締付けトルク

接続状況

杭の鉛直性

回転トルク

杭の鉛直性

杭心からのずれ

外観不良・数量

材料寸法

杭材の受け入れ

回転埋設

溶接継手

NCCジョイント

ＡＫジョイント

支持層の確認

杭頭のずれ

・ボルトM16→約100N・ｍ

・ボルトM20→約150N・ｍ　

・本掲載内容及び仕様は、2025年7月現在のものです。

CBL FP001-24号 令和7年2月28日

BCJ評定-FD0509-04 令和6年4月12日

BCJ評定-FD0045-10 令和5年10月13日

ＴＥＬ．03-3296-3544　ＦＡＸ．03-3296-3545
東京都千代田区神田神保町1-105（神保町三井ビルディング 8F）

ＴＥＬ．022-223-5155　ＦＡＸ．022-211-9526
宮城県仙台市青葉区一番町３－１－１（仙台ファーストタワー22F）

補強筋

【継手接続例】

【杭頭接合例】

　に委ねられています。

※杭頭接合部の設計は、認定書・評定書の中で規定されていませんので、設計者の判断　
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【工場溶接】

【現場溶接】【現場溶接】

異厚

裏当て金具



－ Ｓ－16－2
設計施工標準１（参考図）



－ Ｓ－16－3
設計施工標準２（参考図）



－ Ｓ－16－4
e-pile next工法
設計施工標準（参考図）



E－00

系統図

E-04

E-03

E-02

E-01

図面リストE-00

図番 図面名称

(A1)1:200  (A3)1:400
(A1)1: 50  (A3)1:100

(A1)1:300  (A3)1:600

N,S

N,S

N,S

縮尺

電気室内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ結線図　電灯分電盤結線図

案内図・配置図　構内配電線路図

電灯設備　２、３階平面図

電灯設備　１階平面図

自動火災報知設備　２、３階平面図

シャワー室・湯沸室  平面図

(A1)1:200  (A3)1:400
(A1)1: 50  (A3)1:100

(A1)1:200  (A3)1:400

(A1)1:200  (A3)1:400

(A1)1: 50  (A3)1:100

E-05

動力設備 弱電設備 自動火災報知設備　１階平面図

動力設備 弱電設備　２、３階平面図 (A1)1:200  (A3)1:400
(A1)1: 50  (A3)1:100

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10 給水ポンプ室詳細図（更新） (A1)1: 30  (A3)1:60

(A1)1: 30  (A3)1:60

E-11 給水ポンプ室詳細図（撤去） (A1)1: 30  (A3)1:60

E-12 給水ポンプ室詳細図（仮設）

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

工事名称

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

変更年月日 変更年月日
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尺

図
面
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号

図
 
面
 
名

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

図面リスト

令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日

 N,S千葉市都市局建築部営繕課
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北

所在地：千葉市稲毛区小中台町６丁目３４番１号

一般県道稲毛停車場穴川線

2121

19.719.7

18.818.8
小中台子どもルーム小中台子どもルーム

19.219.2

千葉大学稲毛寮千葉大学稲毛寮

20.520.5

Ｊ
Ｒ
総
武
線

Ｊ
Ｒ
総
武
線

20.520.5
19.119.1

18.818.8
20.320.3

18.818.8 18.618.6

18.718.7 小中台小学校小中台小学校

小仲台六丁目小仲台六丁目
20.220.2

18.718.7

1818
18.818.8

グラウンドグラウンド

19.719.7

18.918.9

プ
ー
ル

プ
ー
ル

18.418.4

19.619.6

ＪＲ宿舎ＪＲ宿舎

54.354.3

19.419.4稲毛パレス稲毛パレス

稲毛保育園稲毛保育園

18.818.8

18.218.2 17.817.8

15.915.9 ゲッツ稲毛ビルゲッツ稲毛ビル

17.917.9

小仲台二丁目小仲台二丁目

公園公園

17.917.9

17.817.8
16.416.4

17.517.5

17.417.4

17.917.9

16.916.9

14.614.6

サティサティ17.517.5 稲毛病院稲毛病院

12.212.2

稲毛店稲毛店
18.718.7

18.718.7

ＪＲ稲毛駅

A

B

B

B

B

B B
B

B

C
以降平面図(E-04)参照

外構工事特記事項

１，特記無き埋設深さは GL-600　とする｡

２，　　 は既設ブロックハンドホールとする。

３，　　はケーブル埋設表示杭（コンクリート製）とする。

４，ケーブルには埋設シート（２倍折れ）を敷設する。

配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途

ELV 動力電源A

B ELV 動力電源

C ELV 動力電源

管　　路

配線ピット

既設 (HP150)

(FEP 50) GL-600

HH貫通処理　50φ

EM-CET 22□

EM-CET 22□

EM-CET 22□

湯沸室

シャワー室

受水槽

室
ポンプ

掘削断面詳細図

60
0

埋設物（配管等）

d+400

d

埋設標識ｼｰﾄ(2倍折り)

※.埋設表示シートの埋設の深さは、掘削深さの半分の深さとする。

注)300mm毎に転圧を行うこと

プール付属室

プール

体育倉庫

電気室

1-1棟 1-4棟 1-5棟

2棟

3棟

屋内運動場

1-3棟

1-2、1-6棟

エレベータ工事特記事項

・エレベータシャフト内の制御盤取り付け位置、点検コンセントの

  取り付け位置や数量等のレイアウト、及び各種配線の仕様については参考とし、

　選定されたエレベータメーカーの仕様に基づいた最適な施工を行うこと。

・また、エレベータメーカーの仕様により、接地の打設工事が必要な場合には

　受注者の負担で打設を行うこと。

ＥＶ

　今回改修箇所

案内図
配置図　S=1:300 構内配電線路図　S=1:300

工事名称

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

変更年月日 変更年月日
縮
 
 
 
 
尺

図
面
番
号

図
 
面
 
名

Ａ１ 1:300

Ａ３ 1:600
千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日 令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日

E－01　
案内図・配置図

構内配電線路図
千葉市都市局建築部営繕課



1 FL

2 FL

3 FL

EVピット

EV

配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途管　　路

c

d

b

a EM-HP 1.2 - 3C

EM-AE 1.2 - 2C

EM-HP 1.2 - 2C

非常放送

管制信号

ピット内火報感知器

遠方監視信号

ELV ｲﾝﾀｰﾎﾝ

EM-TIEF0.65 - 2C

EM-FCPEE 0.65 - 5P

天井 立上げ部(MM-A)

天井 立上げ部(MM-A)

天井 立上げ部(MM-A)

天井 立上げ部(MM-A)

e

EM-HP 1.2 - 3C 非常放送

EM-HP 1.2 - 2C 管制信号

EM-TIEF0.65 - 2C

EM-FCPEE 0.65 - 5P

遠方監視信号

ELV ｲﾝﾀｰﾎﾝ

(E39) 露出

1 FL

2 FL

3 FL

EV

配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途管　　路

電気室

屋内キュービクル

1L-3

ELV 動力電源EM-CET 22□

ELV 動力電源

ELV 動力電源

C (FEP 50)

D

E

ELV 動力電源A EM-CET 22□

B ELV 動力電源EM-CET 22□

配線ピット

既設 (HP150)

A

B B B B B

C

D

EB

Ｓ

職員室

a cd
防火戸 防火戸

EM-AE 1.2 - 2C (E19)

T-1

防災総合盤
防災アンプ

EVインターホン

E FG

ELV 動力電源

ELV 動力電源

ELV 動力電源F

G

H

15

a c d

b

b

HHHHHHHHHHHH

天井ｺﾛｶﾞｼ

天井ｺﾛｶﾞｼ

HHHH

B B

HH

B

校庭GL

EM-CET 22□E2.0

EM-CET 22□E2.0

EM-CET 22□E2.0

EM-CET 22□E2.0

EM-CET 22□

(E51)

(E51)

天井まで (E51)

(G54) 外壁立上げ
EV制御盤

H

EVピット

EV制御盤

e

E－02　

工事名称

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

変更年月日 変更年月日
縮
 
 
 
 
尺

図
面
番
号

図
 
面
 
名

令和　７年１０月　　日

系統図  N,S

令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事千葉市都市局建築部営繕課

動力設備　系統図

弱電・自動火災報知設備　系統図



盤名称

設置場所

盤形式

図

面
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号

特
記
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項
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面

名

特
記
事
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特
記
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項
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縮
　
尺

1Ｆ廊下

N,S
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3W　100/200V1

２階電灯盤

誘導灯

MCB3P 50AF/50AT

A

MCB3P 50AF/50AT MCB3P 50AF/50AT

３階電灯盤

予備
100V 100V

負荷名称
容量回路

番号

1 2

3

5

4

6

負荷名称
容量 回路

番号

7 1

保健室電灯 教室A電灯

教室B電灯 教室Aコンセント

防犯灯

予備 室内機空調電源
200V
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SC 20 KVAR

EM-CET 200

低圧動力盤
（改修）

主

N   P
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(8) (9)
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N   P
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V
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A A

AS AS

今回増設

(1) (2) (3)

(4) (5) (6) (7)

B

3W　100/200V1

２階電灯盤

誘導灯

MCB3P 50AF/50AT

A

MCB3P 50AF/50AT MCB3P 50AF/50AT

３階電灯盤

100V 100V

負荷名称
容量回路

番号

1 2

3

5

4

6

負荷名称
容量 回路

番号

7 1

保健室電灯 教室A電灯

教室B電灯 教室Aコンセント

防犯灯

室内機空調電源
200V

保健室コンセント

EV （かご照明）

EV 保守コンセント

EV ホール照明今回接続（既存予備回路）

今回接続（既存予備回路）

令和　７年１０月　　日
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改修図

1L - 3　（既設）

新設（予備スペース使用）

C
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8
 -

 
3C

予
備

ス
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ー
ス

予
備

ス
ペ

ー
ス

予
備

ス
ペ

ー
ス

既設図

電気室内キュービクル結線図

E－03

改修箇所

改修箇所

低圧電灯盤
（既設）

電気室内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　結線図

低圧電灯・低圧動力盤　姿図 S=1/20

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

工事名称

千葉市都市局建築部営繕課
電灯分電盤結線図
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端子盤 T-1
EVインターホン

防災アンプ

防災総合盤

EV 工事

1:200

PBOX 200*200*200x2 PBOX 200*200*200x2

EV詳細図 S=1:50

EV詳細図参照

壁貫通-防火区画処理(E51）

壁貫通-補修　(E51）

壁貫通-防火区画処理(E39）
壁貫通-防火区画処理(E39）

EM-AE1.2 - 2C (E19)

EM-AE1.2 - 2C (E19)

EV インターホン

プルボックス

NO,24 に接続

NO,15 に接続

ケーブル接続 機械設備工事で支給・設置

PBOX 300*300*300 ET

ET:接地端子
 WP:防水,溶融亜鉛ﾒｯｷ

PBOX 300*300*300 WP ET

PBOX 300*300*300 ET

PBOX 300*300*300 ET

PBOX 300*300*300 ET

鋼板製

PBOX 200*200*200  

動力設備 弱電設備

自動火災報知設備
E－04

MM-A

MM-A

MM-A

MM-Ab

a

配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途

ELV 動力電源

ELV 動力電源

ELV 動力電源

管　　路

C (FEP 50)

D

天井E

外壁立上げ部

D

E

E

a
b

c

d

a

b

c

d

C

凡　　　　例

名　　称図示記号 仕 様 備　　考

EV制御盤

ELV 動力電源

ELV 動力電源

天井

配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途管　　路

c

d

b

a EM-HP 1.2 - 3C

EM-AE 1.2 - 2C

EM-HP 1.2 - 2C

非常放送

管制信号

ピット内火報感知器

遠方監視信号

ELV ｲﾝﾀｰﾎﾝ

EM-TIEF0.65 - 2C

天井 立上げ部(MM-A)

天井 立上げ部(MM-A)

天井 立上げ部(MM-A)

天井 立上げ部(MM-A)

e

EM-HP 1.2 - 3C 非常放送

EM-HP 1.2 - 2C 管制信号

EM-TIEF0.65 - 2C 遠方監視信号

ELV ｲﾝﾀｰﾎﾝ

(E39) 露出

ELV 動力電源F

G

H

F

以降(E-01)参照

EM-CET 22□

G

犬走斫り-補修（建築工事）
壁貫通-補修(E39）

既設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ貫通(E39）

防火区画措置材

既設非常放送アンプ

既設端子盤

天井ﾎﾞｰﾄﾞ取外し-再取付

天井ﾎﾞｰﾄﾞ取外し-再取付

450 * 900 相当

T-1

壁掛形 20回線

900 * 900 相当

壁貫通-補修

既設防災総合盤 P-1 50回線受信盤

既設点検口

(G54) 外壁立上げ

※天井迄 (E51)

(E51)

(E51)

EM-FCPEE 0.9 - 5P

EM-FCPEE 0.9 - 5P

EM-CET 22□

EM-CET 22□,E2.0

EM-CET 22□,E2.0

EM-CET 22□,E2.0

EM-CET 22□,E2.0

e H

Ａ１ 1:50

Ａ３ 1:100
1:400
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千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事
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１階平面図
千葉市都市局建築部営繕課

１階平面図　S= 1:200
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配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途管　　路

ELV 動力電源H EM-CET 22□

配　線　表

ケ－ブル記　号 用　　　　　　途管　　路

e

EM-HP 1.2 - 3C 非常放送

EM-HP 1.2 - 2C 管制信号

EM-TIEF0.65 - 2C 遠方監視信号

ELV ｲﾝﾀｰﾎﾝ

(E39) 露出

EM-FCPEE 0.9 - 5P

(E51) 露出

e

EV制御盤 (3Φ 200V 4.0 KVA)

H

PBOX 300*300*300 ET

EV詳細図 S=1:50

H
PBOX 200*200*200  

e

24

E－05
２、３階平面図
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A300 公共型番 LSS9-4-30 B130 公共型番 LRS1-13

A480 公共型番 LSS9-4-48

照明器具姿図（参考）

ET

A3001L-3 3

7

EM-EEF 1.6-2C+3C (E25)

ET

A300

3

EV詳細図 S=1:50

B

凡　　　　例

名　　称 備　　考図示記号

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ照明 姿図参照

大角連用スイッチ3 3W-15A

大角連用コンセント 2P-15A ET 1口

防火区画処理

特記無き配線は下記による。

EM-EEF1.6-3C (1C-E) 天井ｺﾛｶﾞｼ

壁内(PF16)

壁内(PF16)

EM-EEF1.6-2C + 3C 天井ｺﾛｶﾞｼ

PBOX 200*200*150 ET

EM-EEF2.0-3C (1C-E)天井ｺﾛｶﾞｼ 

EM-EEF2.0-3C (1C-E),E2.0 天井ｺﾛｶﾞｼ 

EM-EEF2.0-3C (1C-E) (E25)昇降路内露出

EM-EEF2.0-3C (1C-E),E2.0 (E25)昇降路内露出

平面図 E-09参照

平面図 E-09参照

電灯設備 E－07　

EV

EV詳細図参照

シャワー室

湯沸室

壁貫通-防火区画処理(E51）

2.0

2.0

2.0

2.0

プルボックス 鋼板製　ET:接地端子

EM-EEF2.0-3C (1C-E),E2.0 (E25)昇降路内露出

1:200
Ａ１ 1:50

Ａ３ 1:100
1:400

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事
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１階平面図千葉市都市局建築部営繕課

１階平面図　S= 1:200
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800 4,750 4,750 4,750 4,750 4,750 4,750

29,300 28,500

4,750 4,750 4,500 4,500 5,000 5,000

XA16

XA1 XA2 XA3 XA4 XA5 XA6 XA7 XA8 XA9 XA10 XA11 XA13 XA14 XA15 XA17 XA18 XA19 XA20 XA21 XA22 XA24 XA25 XA26 XA27 XA28XA12 XA23

ホール

廊 下

PS PSｺｰﾄ掛

UP

DN

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

水飲場

廊 下

普通教室

DN

水飲場

廊 下

普通教室 普通教室 普通教室

UP
DN

音楽準備室
普通教室 図書準備室

図書室

男子トイレ

女子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

ホール

水飲場

水飲場

EXP.J

YA5

YA4

YA3

YA2

YA1

YB16

YA4

YA3

YA2

YA1

YB16

普通教室

DW

バルコニー

2
,
2
5
0

1
,
2
0
0

9
,
2
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
,
0
5
0

7
,
1
5
0

ホール

廊 下

PS PSｺｰﾄ掛

UP

DN

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

水飲場

廊 下

UP

普通教室 普通教室

DN

水飲場

廊 下

普通教室 普通教室 普通教室 準備室
図工室

UP
DN

音楽室

男子トイレ

女子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

女子トイレ

男子トイレ

水飲場 水飲場

EXP.J

1
,
2
0
0

1
9
,
2
0
0 5
,
0
0
0

9
,
2
0
0

4
,
0
0
0

1
8
,
2
0
0

YA1

YA2

YA3

YA4

YA5

YB16

YA1

YA2

YA3

YA4

YB16

DW

バルコニー

2,
94

0
2
,2

00

3,240910 600

EXP.J

EXP.J

2
,9

40
2,

20
0

3,240910 600

普通教室

ホール

A300

EV制御盤

PBOX 200*200*150 ET

2
.
0

EV詳細図 S=1:50

EM-EEF 1.6-2C+3C (E25)

EM-EEF2.0-3C (1C-E),E2.0 (E25)昇降路内露出

特記無き配線は下記による。

EM-EEF1.6-3C (1C-E) 天井ｺﾛｶﾞｼ 壁内(PF16)

A300

3 EM-EEF 1.6-2C+3C (E25)

4
EM-EEF 1.6-2C+3C (E25)

EM-EEF 1.6-2C+3C (E25)

A300

2.0 EM-EEF2.0-3C (1C-E),E2.0 (E25)昇降路内露出

凡　　　　例

名　　称 備　　考図示記号

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ照明 姿図参照

大角連用スイッチ

大角連用スイッチ4 4W-15A

3 3W-15A

EV詳細図参照

電灯設備 E－08

EV

EV

EV

工事名称

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

変更年月日 変更年月日
縮
 
 
 
 
尺

図
面
番
号

図
 
面
 
名

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日

Ａ１ 1:200

Ａ３ 1:400

令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日

千葉市都市局建築部営繕課

３階平面図　S= 1:200

２階平面図　S= 1:200

２、３階平面図



3
,7

0
0

15
0

4,750190

YA2

XA5 XA6

250 41070 1,800 70 1,800 25050
50

190

4,750

190

5,
00

0
1
85

2,0902,660

2,
9
85

1,
9
65

1,
0
20

XA5

YA4

YA5

XA6

ＧＬ±0＋175＋350

＋400

＋500

3
,7

0
0

15
0

2,
7
00

15
0

YA2

190 780 1,800 720 1,450

4,750190

3,300 1,450

XA5 XA6

PS PS

2ET

AE
AE1.2-2C (G16) 撤去

VV-F 2.0 - 3C (G22) 撤去

WP

FL 201 壁付形

大角連用スイッチ

2P-15A ET 1口

1P-15A * 3

大角連用コンセント2ET 2P-15A ET 2口

WP 防雨コンセント

換気扇 機械設備工事

定温感知器 1　種

VV-F1.6-2C 天井ｺﾛｶﾞｼ

VV-F1.6-2C * 2 天井ｺﾛｶﾞｼ

特記無き撤去配線は下記による。

VV-F2.0-3C (1C-E) 天井ｺﾛｶﾞｼ 

AE AE 1.2 - 4C 天井ｺﾛｶﾞｼ

PBOX 150*150*100 ET WP

EM-EEF 2.0 - 3C (G22)

（湯沸器用）

壁貫通-補修(E25）

ET

A480 AE

B130

21

分電盤(L-1)

※　既設照明器具 (FL40W*2 - 直付形）　撤去

壁貫通-補修(E25）

職員更衣室

職員更衣室

(女)

ロッカー室

(男)

※蓋止め処理

2ET

EET WP

壁貫通-防火区画処理(E25）

450*900 相当天井ﾎﾞｰﾄﾞ取外し-再取付

名　　称図示記号 備　　考

FL 201 直付形

撤 去 凡 例

凡　　　　例

名　　称図示記号

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ照明

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ照明

大角連用スイッチ

大角連用スイッチ

大角連用コンセント

大角連用コンセント

ET

2ET

別途照明器具

備　　考

1P-15A

2P-15A ET 1口

2P-15A ET 2口

照明器具姿図参照

照明器具姿図参照

1P-4A　PL付

（機械設備工事）

特記無き配線は下記による。

EM-EEF1.6-3C (1C-E) 天井ｺﾛｶﾞｼ

EM-EEF1.6-2C 天井ｺﾛｶﾞｼ

EM-EEF1.6-3C 天井ｺﾛｶﾞｼ

壁内(PF16)

壁内(PF16)

EM-EEF2.0-3C (1C-E) 天井ｺﾛｶﾞｼ 壁内(PF22)

AE EM-AE 1.2 - 4C 天井ｺﾛｶﾞｼ

大角連用コンセント 2P-15A EET 2口　防水EET WP

天井換気扇

差動スポット感知器

アウトレットボックス

2　種

（機械設備工事）

壁貫通

PBOX WP:防水型　溶融亜鉛メッキ仕上げ

定温感知器（既設再利用） 1　種（撤去・再取付）

ELB 2P(1E) 50AF/20AT (30mmA) 協約型

1 3W　100/200V

MCCB3P 100AF/100AT
MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

電灯（更衣・用務員室） 2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

電灯（昇降口・便所）

ｺﾝｾﾝﾄ（職員室時計）

ｺﾝｾﾝﾄ（廊下）

ｺﾝｾﾝﾄ（職員室外壁側）

ｺﾝｾﾝﾄ（職員室廊下側）

ｺﾝｾﾝﾄ（放送室前）

ｺﾝｾﾝﾄ（更衣・用務員室）

ｺﾝｾﾝﾄ（ﾄｲﾚ）

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

MCB2P50AF/20AT

ELB2P50AF/20AT

ELB2P50AF/20AT

　分電盤　　Ｌ－１

誘導灯

複合防災盤

非常放送アンプ

A

B

C

1

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

電灯（理科室）

電灯（理科室）

電灯（階段室）

ｺﾝｾﾝﾄ（理科室）

電灯（放送室）

ｺﾝｾﾝﾄ（放送室）

交換機電源

呼出表示機

ｾｺﾑ

HUB電源

400

※既設スペースに今回増設

ｺﾝｾﾝﾄ（脱衣室）

湯沸室平面詳細図　1：50

シャワー室平面詳細図　1：50

湯沸室平面詳細図　S=1：50

[撤去]

Ａ３ 1:100

Ａ１ 1:50図
 
面
 
名

図
面
番
号

縮
 
 
 
 
尺

変更年月日変更年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

工事名称 令和　７年１０月　　日 令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日

シャワー室・湯沸室 平面図千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

[改修][撤去]

E－09千葉市都市局建築部営繕課



4,750 4,750
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00

0
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00
0

PS

ボイラー室

3,000

3,
00

0
3,

50
0

既設警報 CVV 2-4C (G28)

既設警報 CVV 2-4C (G28)

既設動力幹線 CVT 38 E5.5 (G54)

2ET

2C

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

滅菌装置

遮断弁操作盤

予 備

負荷合計  335 VA

200 VA
2

3

1
135 VA

機器凡例

ＬＷ - 1

1￠3W　100V / 200V

CV 5.5 - 3C

公共型番 LSS1MP/RP-4-30C 300

MCB3P 50AF/20AT

備　　考名　　称図示記号

分電盤

改 修 凡 例

結線図参照

EM-EEF 2.0 - 3C (G22)

2C

1P - 15A

照明器具 姿図参照

C 300

職員室警報盤へ

LW - 1

L-Mへ

EM-IE 5.5 (HIVE16)

LF4

PBOX 150*150*150 WP

PBOX 150*150*150 WPx2

PBOX 150*150*150 WPx2

EM-CEE 2 - 2C (G22)

WP：防水　溶融亜鉛メッキ
ET：接地端子プルボックス　鋼板製

タンブラスイッチ

金属製露出ボックス
壁付きコンセント

金属製露出ボックス

※既設配管と接続

貫通処理（E25)(E63)

換気扇 機械設備

金属製露出ボックス
壁付きコンセント

2E
2P -15Ax2 接地極付

既設電灯幹線 CV 5.5-3C E2.0 (既設G28)

既設警報 CVV 2-4C (既設G28)

PBOX 200*200*200 WP ETx2

PBOX 200*200*200 既設

PBOX 200*200*200 既設

貫通処理（E25)

既設動力幹線 CVT 38 E5.5 (既設G42)

4C

4C

4C

4C EM-CEE 2 - 4C (G22)

LF4

給水ポンプユニット制御盤（機械設備）

電極４P

PBOX 150*150*150 WP

接地極 埋設標共（黄銅製）

更新図

備考

接地端子(ED,EELCB)

ﾎﾟﾝﾌﾟ3.7KW*3 
（機械設備）

（機械設備）
遮断弁操作盤

滅菌器
（機械設備）

電灯分電盤（ポンプ室）

貫通処理（E31)

既設PBOX 400*200*200 

PBOX 300*300*200 WP ET

PBOX 300*300*200 WP ETx2

ELB 2P 50AF/20AT (30mA)

MCB 2P 50AF/20AT

※警報接点付

・電灯幹線、動力幹線、職員室警報線は、給水工事時に更新する

・太線は新設を示す。但し、下記の配線は既設再使用とする。

③CVV 2-4C

②CVT 38 E5.5 

職員室警報線

動力幹線

①CV 5.5-3C E2.0 電灯幹線

ものとし、滅菌機の遮断信号も単独で出力できるようにすること。

既設電灯幹線 CV 5.5-3C E2.0x2 (G28)

EM-EEF 1.6 - 2C (G22)
EM-EEF 2.0 - 3C 

2C

屋内防湿壁掛形（500x500x200）SUS製

既設動力幹線 CVT 38 E5.5x2 (G54)

ET

ET
2P -15A 接地端子付

配線　凡例

②

③①

令和　　年　　月　　日

ポンプ室詳細図　1/30

Ａ３ 1:60

Ａ１ 1:30図
 
面
 
名

図
面
番
号

縮
 
 
 
 
尺

変更年月日変更年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

工事名称 令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事 給水ポンプ室詳細図（更新）

令和　　年　　月　　日
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4,750 4,750
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00
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PS

ボイラー室

3,000

3,
00

0
3,

50
0

2ET

2C

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

滅菌装置

遮断弁操作盤

予 備

負荷合計  335 VA

200 VA
2

3

1
135 VA

機器凡例

ＬＷ - 1

1￠3W　100V / 200V

CV 5.5 - 3C

MCB3P 50AF/20AT

備　　考名　　称図示記号

分電盤

改 修 凡 例

結線図参照

配線　凡例

2C

1P - 15A

照明器具

C 300

職員室警報盤へ

LW - 1

L-Mへ

LF4

PBOX 150*150*150 WP

プルボックス　鋼板製

タンブラスイッチ

金属製露出ボックス
壁付きコンセント

金属製露出ボックス

屋内防湿壁掛形（500x500x200）

換気扇 機械設備

金属製露出ボックス
壁付きコンセント

2E

E
2P -15A 接地極付

2P -15Ax2 接地極付

2ET

既設警報 CVV 2-4C (既設G28)

PBOX 200*200*200 既設

PBOX 200*200*200 既設

既設PBOX 400*200*200 

蛍光灯（FL40Wx1）露出型

給水ポンプユニット制御盤（機械設備）

PBOX 300*300*200 WP 

CVV2 - 2C (G22)

IV 1.6 x 3 (G22)

IV 2.0 x 3 (G22)

4C

4
C

4C

CVV2 - 4C (G22)

CVV2 - 4C (G22)4C

4C

既設電灯幹線 CV 5.5-3C E2.0 (既設G28)

LF4

ﾎﾟﾝﾌﾟ3.7KW*3 

（機械設備）

既設動力幹線 CVT 38 E5.5 (既設G42)

WP：防水　溶融亜鉛メッキ

撤去図

（機械設備）

滅菌器

（機械設備）
遮断弁操作盤

電灯分電盤（ポンプ室）

動力幹線 CVT 38 E5.5 (G54)（配線は再使用とする）

警報 CVV 2-4C (G28)（配線は再使用とする）

警報 CVV 2-4C (G28)（配線は再使用とする）

動力幹線 CVT 38 E5.5 (G54)（配線は再使用とする）

太線は撤去を示す。

IV 1.6 x 3 x 2 (G22)

電極４P

ELB 2P 50AF/20AT (30mA) 

MCB 2P 50AF/20AT

電灯幹線 CV 5.5-3C E2.0 (G28)（配線は再使用とする）

①

②

③

ポンプ室詳細図　1/30

Ａ３ 1:60

Ａ１ 1:30図
 
面
 
名

図
面
番
号

縮
 
 
 
 
尺

変更年月日変更年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

工事名称

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事 給水ポンプ室詳細図（撤去）

令和　７年１０月　　日 令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日
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00

PS

ボイラー室

3,000

3,
00

0
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0

PBOX 300*300*200 WP ET（ボックス内で既設配線と接続）

職員室警報盤へ

L-Mへ

既設警報 CVV 2-4C (既設G28)

PBOX 200*200*200 既設

既設PBOX 400*200*200 

既設電灯幹線 CV 5.5-3C E2.0 (既設G28)

既設動力幹線 CVT 38 E5.5 (既設G42)

4C

警報 CVV 2-4C (FEP30)（仮設ケーブル）

警報 CVV 2-4C (FEP30)（配線は再使用とする）

PBOX 200*200*200 既設

既設給水ポンプユニット制御盤（機械設備）

備　　考名　　称図示記号

改 修 凡 例

プルボックス　鋼板製

LF4

WP：防水　溶融亜鉛メッキ

電極４P

配線　凡例

CVV2 - 4C (G22)4C

仮設図

PBOX 300*300*200 既設

動力幹線 CVT 38 E5.5x2 (FEP50)（仮設ケーブル）

動力幹線 CVT 38 E5.5x2 (FEP50)（配線は再使用とする。但しE5.5x1は新設）

EM-IE 5.5 (HIVE16)（本設）

PBOX 150*150*150 WP （ボックス内で既設配線と接続）

ポンプ室詳細図　1/30

LF-4

Ａ３ 1:60

Ａ１ 1:30図
 
面
 
名

図
面
番
号

縮
 
 
 
 
尺

変更年月日変更年月日

特
記
事
項

特
記
事
項

設計年月日

特
記
事
項

工事名称

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

令和　７年１０月　　日 令和　　年　　月　　日 令和　　年　　月　　日

E-12給水ポンプ室詳細図（仮設）千 葉 市 都 市 局 建 築 部 営 繕 課



電源設備

（ １ 台１ 回線）

号機名

電源設備容量 動力

照明

最大電流

動力線サ イ ズ （ ｍｍ ）２

最大引込み距離（ ｍ）

建屋側ＭＣ Ｃ Ｂ

接地線最小サ イ ズ ｍｍ ２

イ ン タ ー ホ ン 用配線

電話用配管・ 配線

ピ ッ ト コ ン セ ン ト 容量

（ 低圧）

号機名（ 台数）

用途（ 形式）

積載量（ 定員）

速度

制御方式

操作方式

停止ヶ 所・ 出入口方向

か ご 内法（ Ｗｘ Ｄ ｘ Ｈ ）

出入口寸法（ Ｗｘ Ｈ ）

ド ア 方式

電動機出力

電源 動力

照明

管制運転

停電時自動着床装置

耐震ク ラ ス

か ご 内連絡装置

（ １ 台）

三相３ 線

単相

様
仕
略
概

地震時

火災時

自家発時

浸水時／冠水時 有　 全自動形（ ピ ッ ト 冠水時（ 指定階） ）

様

様
仕
ご
か

エ レ ベ ー タ 仕様

仕
場
乗

防火設備認定品

特定防火設備認定品

Ａ３ 1:not

Ａ１ 1:not
千葉市都市局建築部営繕課

変更年月日変更年月日設計年月日工事名称
図
面
番
号

縮

尺

図
面
名

特
記
事
項

特
記
事
項

特
記
事
項

ＥＶ－０１昇降機設備図（１）

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

４ ｋ Ｖ Ａ

１ ． ５ ｋ Ｖ Ａ

２ １ ． ３ Ａ

５ ． ５ ８ １ ４

７ ６ １ １ ８ ２ ０ ５

１ ０ ０ Ｖ

２ ０ ０ Ｖ

３ ０ Ａ

２

φ ０ ． ９  ×

φ １ ９ 配管 ・ 電話線 １ Ｐ

１ ０ 本

１ ｋ Ｖ Ａ ／台

Ｎ ｏ ． １

Ｎ ｏ ． １

乗用

７ ５ ０ ｋ ｇ

４ ５ ｍ／ｍｉ ｎ

乗合全自動方式

１ ４ ０ ０ ｍｍ

Ａ Ｃ － ３ ． ５ ｋ W

８ ０ ０ ｍｍ

２ 枚戸中央開き （ 電動式）

有（ Ｐ 波＋Ｓ 波感知器（ ３ 段検知） リ ス タ ー ト 機能付）

有

無

有

Ａ １ ４

２ ４ Ｖ 同時通話イ ン タ ー ホ ン

（ １ １ 人）

　 車い す 仕様

２ ０ ０ Ｖ ５ ０ Ｈ ｚ

５ ０ Ｈ ｚ１ ０ ０ Ｖ

Ｘ １ ３ ５ ０ ｍｍ Ｘ ２ ３ ０ ０ ｍｍ

Ｘ ２ １ ０ ０ ｍｍ

ヶ 所（ ） 1 方向

（ ギ ヤ レ ス ）

全階ボ タ ン乗場

イ ン ジ ケ ー タ

ボ タ ン

全階イ ン ジ ケ ー タ

全階フ ェ ー ス プ レ ー ト

全階敷居

全階 有遮煙

天井照明

網入ガ ラ ス （ ｔ ６ ． ８ ） （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ３ ２ ０ ４ ） と フ ロ ー ト ガ ラ ス

（ ｔ ３ ． ０ ） （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ３ ２ ０ ２ ） を 合わ せ た も の ・ 大窓［ ド ア 面と 面一］

防犯窓

ボ タ ン操作盤

イ ン ジ ケ ー タ

フ ェ ー ス プ レ ー ト

フ ァ ン換気装置

リ タ ー ン パ ネ ル

出入口柱

化粧鋼板ド ア

化粧鋼板幕板

化粧鋼板側板

ス テ ン レ ス 製ヘ ア ラ イ ン 仕上幅木

床

硬質ア ル ミ 製敷居

・ 機械式ド ア セ フ テ ィ （ 両側） 付

特記事項

Ｌ Ｅ Ｄ 照明

・ 音声案内装置付

・ 車い す 仕様一式

・ 点字銘板付

・ 故障接点支給

・ 発音ボ タ ン （ か ご ＋ホ ー ル ）

・ 雷サ ー ジ 対策付

１ ～３ Ｆ Ｌ ３

（ 参考）

硬質ア ル ミ 製ま た はス テ ン レ ス 製

メ ー カ ー 標準仕様

・ 公共工事標準仕様書

・ キ ッ ク プ レ ー ト

・ 外部イ ン タ ー ホ ン （ １ Ｆ 職員室）

・ 非常放送ス ピ ー カ ー （ 消防認定品）

・ 乗場点字注意銘板

交流イ ン バ ー タ 制御方式

メ ー カ ー 標準仕様

メ ー カ ー 標準仕様

メ ー カ ー 標準仕様

メ ー カ ー 標準仕様

・ か ご 内鏡付（ ス テ ン レ ス 製鏡面）

・ か ご 内手摺（ ス テ ン レ ス 製２ 方向）

・ 高周波対策付

メ ー カ ー 標準仕様

全階 大枠・ 全傾斜　 ス テ ン レ ス 製ヘ ア ラ イ ン 仕上三方枠

全階 鋼板製単色塗装仕上ド ア

網入ガ ラ ス （ ｔ ６ ． ８ ） （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ３ ２ ０ ４ ） と フ ロ ー ト ガ ラ ス

（ ｔ ３ ． ０ ） （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ３ ２ ０ ２ ） を 合わ せ た も の ・ 大窓［ ド ア 面と 面一］

防犯窓 １ Ｆ Ｌ

１ Ｆ Ｌ

２ ・ ３ Ｆ Ｌ

メ ー カ ー 標準仕様

メ ー カ ー 標準仕様

メ ー カ ー 標準仕様

　 エ レ ベ ー タ ー の 設計基準に 準拠

・ 千葉県福祉の ま ち づ く り 条例に 準拠

・ バ リ ア フ リ ー 新法　 建築物移動等円滑化基準に よ る
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昇降機設備図（２）参考図 ＥＶ－０２

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

鉄骨部材記号表　 （ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サ イ ズ

EP15 レ ー ル 支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レ ー ル 支持柱 H-125x125x6. 5x9
EL75 三方枠取付材 L-75x75x6
EL65B バ ッ ク ア ン グ ル 取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（ 荷重9. 8kN用） t 12（ φ75穴付）
EB15T-2 ト ロ リ ー ビ ー ム （ 荷重9. 8kN） H-150x150x7x10
EB15T-1 ト ロ リ ー ビ ー ム （ 荷重19. 6kN） H-150x150x7x10

 1 :  20

昇降路平面図（ １ Ｆ Ｌ ）  1 :  20

昇降路平面図（ ２ ～３ Ｆ Ｌ ）

耐火被覆厚： ２ ５ ｍｍ

2

A

ピ ッ ト 部取付

地震感知器（ Ｐ 波＋Ｓ 波）

No. 1

1

B

【
EP

12
】

【
EP

12
】

【
EP

12
】

【 EP15】

【 EL75】【 EL75】

防犯窓

□250x250（ ４ ヶ 所）

（ 建築工事） ピ ッ ト 内防水モ ル タ ル

（ 建築工事）
【E

P1
2】 【 EP15】

【
EP

12
】

【
EP

12
】

2

A

1

B

No. 1
( YMI T)

※機器等は 最上階を 示す

【
EP

12
】

【
EP

12
】

【
EP

12
】

【 EP15】

【 EL75】 【 EL75】

□250x250（ ４ ヶ 所）

（ 建築工事）

【 EB15T-1】

【 EB15T-1】

【 EB15T-2】

【
EP

12
】

【 EP15】

【
EP

12
】

【
EP

12
】

（ 建築工事）吊元フ ッ ク
・ 荷重：

・ 動力・ 照明、 接地線

・ イ ン タ ー ホ ン 配線、 電話線

配線引込み （ 電気工事）

電源引込み（ 受電盤へ の 接続） （ 電気工事）

レ ー ル 反力リ ス ト （ 地震時作用荷重）

か ご 側 Ｐ ｘ

一般階 Ｐ ｙ

か ご 側 Ｐ ｘ

最上階 Ｐ ｙ

お も り 側 Ｐ ｘ

一般階 Ｐ ｙ

お も り 側 Ｐ ｘ

最上階 Ｐ ｙ

Ｐ ｘ

Ｐ
ｙ

ピ ッ ト 点検用コ ン セ ン ト （ 電気工事）

Ｔ ． Ｃ 保護金網 （ エ レ ベ ー タ ー 工事）

上記　 荷重に よ る 柱及び 梁の た わみは５ ｍｍ以下と なる よ う 選定する こ と 。

非常放送ス ピ ー カ ー （ 消防認定品） （ ｴﾚﾍ゙ ﾀー工事）

制御盤

引出長さ ３  m最上停止階Ｆ Ｌ － １ ３ ５ ０  mm

最上停止階Ｆ Ｌ － ６ ５ ０  mm 引出長さ ３  m

９ ． ８  kN４ ． １ ０ ｋ Ｎ

２ ． １ ０ ｋ Ｎ

４ ． ６ ０ ｋ Ｎ

３ ． ２ ０ ｋ Ｎ

６ ． ４ ０ ｋ Ｎ

３ ． ２ ０ ｋ Ｎ

９ ． ６ ０ ｋ Ｎ

６ ． ５ ０ ｋ Ｎ

Ｎ ｏ ． １

1620 1620
1220 出入口幅 800 1220

か ご 内法 1400
320 か ご 外法 1450 320

495 2150 495
50 3140 50

88
0

20
60

か
ご

内
法

 1
35

0
10

か
ご

外
法

 1
50

5
51

0
37

0
95

29
0

21
80

37
0

50
28

40
50

29
40

10
0

10
0

100 100
25 520

520 25

545 95
95 545

10
5

42
0

10
5

34
0

39
5

25

22
0

25
00

22
0

18
85

35
0

70
5

66
5

30
0

92
0

35
0

70
5

220 2800 220
1945 300 995

3240

地中梁
（  640 ） 30

30
地中梁
（  640 ）

520 25

28
0

地
中

梁
44

5
30

30
地

中
梁

52
5

30
21

20
30

30 2090 30

1620 1620
1220 出入口幅 800 1220

375 か ご 外法 1450 375
470 2200 470

50 3140 50

88
0

20
60

10
か

ご
外

法
 1

50
5

56
5

38
0

85
33

0
21

65
34

5
50

28
40

50
29

40

10
0

10
0

100 100

75
0

91
0

40
0

88
0

ト
ロ

リ
ー

ビ
ー

ム
位

置

吊元フ ッ ク 位置12457501245

22
0

25
00

22
0

66
5

30
0

92
0

35
0

70
5

220 2800 220
1945 300 995

18
85

35
0

70
5

39
5

520

3240

520

520

敷
居

先
端

か
ら

壁
仕

上
61

5
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昇降機設備図（３）参考図 ＥＶ－０３

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

鉄骨部材記号表　 （ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サ イ ズ

EP15 レ ー ル 支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レ ー ル 支持柱 H-125x125x6. 5x9
EL75 三方枠取付材 L-75x75x6
EL65B バ ッ ク ア ン グ ル 取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（ 荷重9. 8kN用） t 12（ φ75穴付）
EB15T-2 ト ロ リ ー ビ ー ム （ 荷重9. 8kN） H-150x150x7x10
EB15T-1 ト ロ リ ー ビ ー ム （ 荷重19. 6kN） H-150x150x7x10 1 :  30

昇降路縦断面図

1 :  30

昇降路縦断面図（ 間口）

1FL

3FL

2FL

GL

A

ピ ッ ト 内防水モ ル タ ル 金ゴ テ

（ 建築工事）

（ 電気工事）

ピ ッ ト 点検用コ ン セ ン ト

※点検用タ ラ ッ プ はピ ッ ト に 保管

B

フ ェ ッ シ ァ プ レ ー ト 付

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

【 EL75】
【 EL75】

【 EL65B】

【 EL10S】

【 EL75】

【 EL65B】

【 EL10S】

【 EL75】

【 EL75】

【 EL65B】

【 EL75】

【 EB15T-1】【 EB15T-1】 【 EB15T-2】

【 EHST9】

△ト ロ リ ー ビ ー ム 下端

吊元フ ッ ク 詳細【 建築工事】

8

吊元フ ッ ク 荷重： 9. 8kN【 EHST9】

2-C4

※全周す み肉溶接脚長８ ｍｍ

ピ ッ ト 反力

ピ ッ ト 衝撃荷重 か ご 側

Ｃ ／Ｗ側

施錠装置付点検扉

1. 5mm以上の 鋼板製（ 電気工事）

昇降路頂部に 煙感知器を 設置す る 場合は
外部に 引き 出し た 状態で 点検可能な構造
と す る 。
屋外の 場合は 、 防水形点検扉と す る 。

煙感知器
（ 電気工事）

昇降路頂部

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 付（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

煙感知器詳細

60
0以

内

・ ホ ー チ キ

・ 能美防災

・ ニ ッ タ ン

・ パ ナ ソ ニ ッ ク

（ KUS-1C（ W） ）

（ FXS J001A-HU）

（ NI D-T-G）

（ BV95351+BV95381H）

1FL

3FL

2FL

GL

21

【 EP15】【 EP15】

【 EP12】 【 EP12】

【 EP15】【 EP15】

【 EP12】【 EP12】

【 EP15】【 EP15】

【 EP12】 【 EP12】

【 EB15T-1】 【 EB15T-2】

【 EHST9】 【 EHST9】

地震動感知後、 概ね１ ０秒以内（ 加速時間含む） に停止できる最大距離

定格速度（ ｍ／ｍｉ ｎ ） 出入口間隔（ ｍ）

地震動感知後、 概ね１ ０ 秒以内（ 加速時間含む ） に 停止で き る 最大距離

６ ． ０４ ５

点検ボ ッ ク ス は下記エ レ ベ ー タ ー 昇降路専用品と する こ と 。

製品の 型番は、 仕様変更など で 変更・ 廃止さ れて い る 場合が あ る 。

ELV
（ SL+30）

ELV
（ SL+30）

ELV
（ SL+30）

７ ３ ． ０ ０ ｋ Ｎ

４ ８ ． １ ０ ｋ Ｎ

６ １ ． ２ ０ ｋ Ｎ

Ｎ ｏ ． １

ELV
（ SL+30）

ELV
（ SL+30）

ELV
（ SL+30）

出
入

口
高

さ
 2

10
0

35
20

35
20

34
50

（
必

要
寸

法
）

ピ
ッ

ト
 1

25
0

昇
降

行
程

 7
04

0
オ

ー
バ

ー
ヘ

ッ
ド

 3
20

0
25

0

30
昇

降
路

全
高

 1
14

90

50
0

26
81

ト
ッ

プ
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
51

9

敷居間すき 間 25
か ご の 床先と 壁と の す き 間 25

（
す

き
間

50
以

上
）

15
0

2940

34
50

35
20

35
20

50
0

25
0

オ
ー

バ
ー

ヘ
ッ

ド
 3

20
0

昇
降

行
程

 7
04

0
（

必
要

寸
法

）
ピ

ッ
ト

 1
25

0

昇
降

路
全

高
 1

14
90

30

3240

62. 5 62. 5

１ ２ ５

１２
５ 62.

5
62.

5 φ７ ５

１ ２
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変更年月日変更年月日設計年月日工事名称
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昇降機設備図（４）参考図 ＥＶ－０４

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

鉄骨部材記号表　 （ 建築工事）
部材記号 部材用途 部材サ イ ズ

EP15 レ ー ル 支持柱 H-150x150x7x10
EP12 レ ー ル 支持柱 H-125x125x6. 5x9
EL75 三方枠取付材 L-75x75x6
EL65B バ ッ ク ア ン グ ル 取付材 L-65x65x6
EL10S 敷居取付材 L-100x100x10
EHST9 吊元（ 荷重9. 8kN用） t 12（ φ75穴付）
EB15T-2 ト ロ リ ー ビ ー ム （ 荷重9. 8kN） H-150x150x7x10
EB15T-1 ト ロ リ ー ビ ー ム （ 荷重19. 6kN） H-150x150x7x10

 1 :  20

出入口正面図

 1 :  20

断面図

1FL

2FL

2

防犯窓

1

乗場イ ン ジ ケ ー タ ボ タ ン

（ 3FL： 補助操作盤組込）

乗場点字注意銘板

乗場イ ン ジ ケ ー タ ボ タ ン

乗場点字注意銘板
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（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

シ ル ブ ラ ケ ッ ト

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

シ ル ブ ラ ケ ッ ト
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乗場インジケータボタン
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3
5

階床名 １Ｆ

プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

下プレート 樹脂製（黒色）

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

表示灯 点灯時（赤色），［ＬＥＤ］

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

パーキング

スイッチ

キースイッチ

点字銘板 ステンレス製

階床名 ２Ｆ

プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

下プレート 樹脂製（黒色）

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

表示灯 点灯時（赤色），［ＬＥＤ］

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

点字銘板 ステンレス製

階床名 ３Ｆ

プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

下プレート 樹脂製（黒色）

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時［アンバー色］，［ＬＥＤデジタル、ドット式］

表示灯 点灯時（赤色），［ＬＥＤ］

呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），矢印（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、矢印点灯］，［ＬＥＤ］

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

点字銘板 ステンレス製

0
.
4

7
5

１．ドアニ　ハサマレナイヨーニ　チューイ

チューイ

３．ヒジョーノトキワ　カゴナイソーサバンジョーノ

インターホンヨビボタンヲオシツヅケテクダサイ

２．アシモトニ　チューイ

R3
ヘアーライン方向

165

乗場点字注意銘板

点字プレート ステンレス製ヘアライン仕上（ｔ０．４）

設置方法 両面接着テープ方式

※上図のカタカナ表記は、点字文字を示す。

Ａ３ 1:8

Ａ１ 1:4
千葉市都市局建築部営繕課

変更年月日変更年月日設計年月日工事名称
図
面
番
号

縮

尺

図

面

名

特
記
事
項

特
記
事
項

特
記
事
項

昇降機設備図（５）参考図 ＥＶ－０５

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

１．実際の版下文字とは、図形文字の為若干異なる。
２．文字詳細は、文字書体集での確認による。

乗場点字注意銘板
（１／２）［１／４］
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側面図
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背面図
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床面

Ａ部詳細

（１／２）［１／４］

55

床
面
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00

φ
38

手摺詳細

（１／２）［１／４］

天井 ［照明部］導光板ＬＥＤ昼光色照明

［天井面］化粧鋼板

照明 ＬＥＤ

停電灯 ＬＥＤ（兼用）

出入口柱 ステンレス製ヘアライン仕上

リターンパネル ステンレス製ヘアライン仕上

かご扉 化粧鋼板

防犯窓 網入ガラス（ｔ６．８）（ＪＩＳ　Ｒ３２０４）とフロートガラス

（ｔ３．０）（ＪＩＳ　Ｒ３２０２）を合わせたもの・大窓［ドア面と面一］

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

幅木 ステンレス製ヘアライン仕上

床 非塩ビ系タイル（ｔ２）

敷居 硬質アルミ製

換気方式 横流ファン

鏡 ステンレス

手摺 ステンレス製　端部：亜鉛ダイカストニッケルメッキサンドブラスト仕上

荷摺 ステンレス製ヘアライン仕上（ｔ１．５）

お知らせドアサイン 樹脂製（乳白色），点灯時（赤色点滅）

備考 お知らせドアセンサー付

お知らせドアビーム付

イオン発生器付

２Ｄ多光軸ドアセフティ付

音声案内装置付

機械式ドアセフティ（両側）付

ＢＧＭスピーカー付
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Ａ１ 1:10
千葉市都市局建築部営繕課
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昇降機設備図（６）参考図 ＥＶ－０６

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事

かご室意匠図
Ｐ１１－ＣＯ　［ＳＴＤ－１１（スタンダード）］

ＮＯ．１
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125 80 100 320 60 245

240 394 61 930 235 440

2300

最上階ボタン高さ 1400定格銘板文字

（主）かご操作盤

押し
続け

ると
外部

に連
絡で

きま
す

●呼
出中

︓点
灯 

◎応
答中

︓点
滅

Eme
rge

ncy
 Ca

ll

ヒ
ジ
ョ
ー

（主）かご操作盤

表示部 樹脂製（スモーク）、液晶式

定格文字 文字（白色）

連絡装置 インターホン（同時通話式）

非常呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（赤色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点滅］

呼出中［絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

非常呼ボタンガード ステンレス製ヘアライン仕上（縦方向ヘアライン），絵文字（赤色）

非常呼ボタン銘板 銘板貼付，地色（銀色）、文字（黒色）

行先階ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、文字点灯］，［ＬＥＤ］

戸開ボタン 抗菌仕様

樹脂製（緑色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

戸閉ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

点字銘板 ステンレス製

上部プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

ハーフミラープレート 広角ミラー　樹脂鏡面仕上

操作プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

スイッチボックスプレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

説明文 銘板貼付，地色（銀色）、文字（黒色）

下部プレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）

Ａ３ 1:8
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千葉市都市局建築部営繕課
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昇降機設備図（７）参考図 ＥＶ－０７

令和　７年１０月　　日

千葉市立小中台小学校エレベータ設置工事
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（主）専用操作盤

押し続けると外部に連絡できます●呼出中︓点灯 ◎応答中︓点滅Emergency Cal l

ヒジョー

押し続けると外部に連絡できます●呼出中︓点灯 ◎応答中︓点滅Emergency Cal l

ヒジョー

（主・副）専用操作盤

表示部 樹脂製（スモーク）

方向灯 点灯時（アンバー色），［ＬＥＤ、ドット式］

位置灯 点灯時（アンバー色），［ＬＥＤデジタル、ドット式］

連絡装置 インターホン（同時通話式）

非常呼ボタン 抗菌仕様

樹脂製（赤色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点滅］

呼出中［絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

非常呼ボタンガード ステンレス製ヘアライン仕上（縦方向ヘアライン），絵文字（赤色）

非常呼ボタン銘板 ＳＵＳ調アルマイト印刷（貼付銘板）文字（黒色）

戸開ボタン 抗菌仕様

樹脂製（緑色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

戸閉ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），絵文字（乳白色），文字（白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、絵文字点灯］，［ＬＥＤ］

行先階ボタン 抗菌仕様

樹脂製（黒色），文字（乳白色），枠（白色）

応答時［アンバー色、文字点灯］，［ＬＥＤ］

点字銘板 ステンレス製

シンボルマーク 銘板貼付　地色（青色），絵文字（銀色）

フェースプレート ステンレス製ヘアライン仕上（長手方向ヘアライン）
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1 2 3
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200 70 133 67
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（副）専用操作盤

定格銘板文字

１．実際の版下文字とは、図形文字の為若干異なる。
２．文字詳細は、文字書体集での確認による。
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